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ごあいさつ

私たちは、社会への奉仕と貢献を創業以来いつの時代に
あっても変わることのない原点とし、その証として「お客さま
第一」の実践を追求してまいりました。ご来店くださるお客さ
まをはじめ、従業員、株主、お取引先、地域社会など、当社
に関わってくださるすべての方 を々『お客さま』と捉え、企業活
動を通じて皆さまのご期待にお応えしていくことが使命だと
考えております。
百貨店業界を取巻く厳しい環境、またお客さまのご要望・

ご期待も急速に多様化・高度化しております。そのご期待を
迅速かつ的確に把握し、具体化できる企業でなければ将来
にわたって皆さまとの信頼関係も築き得ないという認識のも
と、昨年度から中期経営計画「価値創造3ヶ年計画」に取り
組んでおります。私たちは、皆さまから伊勢丹グループが常
に魅力的で価値あり、と認めていただけるよう、そして皆さま
に認めていただける価値こそが私たちの成長の源泉であ
る、と確信しながら、引き続き従業員一人ひとりが全力で業
務にあたってまいります。
この「企業活動レポート」では、企業価値という視点から現
在の企業活動を見つめ直し、営業的な側面だけではなく、
多様化する皆さまの関心事である社会的・環境的な側面か
らも企業活動をご紹介しております。環境的側面では今回初
めて「環境会計」を導入し掲載いたしました。当社の企業姿
勢や活動内容をご理解いただくとともに、皆さまからのさらな
るご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

伊勢丹はお客さまのご要望に応えるため、
新しい価値をお届けします。

（株）伊勢丹
代表取締役 社長執行役員

武藤　信一
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伊勢丹グループ企業理念
企業理念を実践するために

企業理念の精神は、グループの経営計画に投影され、グループ各社の計画、各
実行計画を通じて、日常業務のあらゆる場面で活かされています。また、各職場
では、具体的な実行項目を掲げ、「お客さま第一」を起点とする企業理念の実践
に努めています。

「職場の約束」運動

「職場の約束」運動は、お客さまとの信頼関係を築いていくために実行している、日常業務を通じた企業理念
の実践活動です。伊勢丹グループの全社運動として１９９４年度にスタートし、２００３年度からは、新たな経営計画
「価値創造３ヶ年計画」の基本方針と密接に連動し、より業務に則した実効性の高い取組みを目指しています。
２００4年度も引き続き、「私たちは『顧客起点』で考え、実行します。」という全社実行テーマのもと、部門別テーマ
に基づき各職場で実際の業務に則した「約束」を設定、あわせて実行から成果の確認までのスケジュールを立て、
プロセスを明確にしながら運動を進めています。

「私たちは『顧客起点』で考え、実行します。」2004年度「職場の約束」運動

全社実行テーマ

営業部門テーマ

お客さまのご期待を

少しでも越える何かに、

新たに挑戦します。

企業理念推進委員会

「職場の約束」運動をはじめとするさまざまな企業理念活動を推進しているのが、企業理念推進委員会です。
社長を委員長とし、伊勢丹グループ全体から推進委員を選出する体制によって、企業理念への理解とそれに
対する信念の共有を促進し、企業文化としての定着を図っています。

企業スローガン

毎日が、あたらしい。ファッションの伊勢丹
伊勢丹が言うファッションとは、衣食住のすべてを包みこむフレッシュな感性のことである。
それを、伊勢丹のすみずみまで満たしたい。
ファッションは、毎日毎日をあたらしくしていく空気である。

根本精神

道義を守り、奉仕の心を持つ、企業経営。
「いらっしゃいませ」で始まり、
「毎度ありがとうございます」で終わる、
この二つの言葉の間に伊勢丹がある。

・
伊勢丹の伝統は、ここで生まれた。
伊勢丹の未来も、ここから生まれる。

企業ビジョン

伊勢丹は、
人々と、ともに感じ、
ともに考え、ともに歓び、
明日の暮らしを創造する。
お客さまとは、「感性と科学」を共有し――
従業員とは、生きがいのある職場をつくり――
株主には、ゆたかな実りで報い――
お取引先とは、共存共栄をはかり――
地域社会には、良き市民として行動し――

お互いに信頼し、信頼される関係を築く。

企業の姿勢

私たちは「お客さま第一」から出発し
・「質の高い満足感」をさしあげる、最良の品ぞろえとサービスをいたします。
・「健全な企業体質」を保っていくために、一人一人が努力します。
・「あたらしさへ挑戦」し、現状に満足せず、勇気をもって仕事にあたります。
・「良識ある社会人」として、高い倫理観と美しい心をもって行動します。
・「かけがえのない環境」を守り、それを次の世代へつたえていくよう努めます。

お買場やセールスの期待を

少しでも越える何かに、

新たに挑戦します。

後方・スタッフ部門テーマ

胸おどる日々。伊勢丹

あたらしさに挑んでいく勇気。

のびのびした発想と、自由な風。

季節を彩る美しさ、明るさ。

私たちは、伊勢丹を誇りに思う。

伊勢丹グループ
企業理念

グループの
中長期経営計画

グループ各社の
年度計画

従　業　員

お 客 さ ま

地 域 社 会 お 取 引 先

株　主
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伊勢丹グループのさらなる飛躍を目指して

伊勢丹グループの目指す方向

２１世紀の最初の１０年を、伊勢丹はどのように進んでいくべきか。私たちは、激動の時代にこそあえて勇
気をもって長期的な方針を定めることが必要だと考え、長期ビジョン「伊勢丹グループの目指す方向」を
2000年に策定しました。伊勢丹グループが目指すのは――

（1）ファッション提案力No.1

「最もファッション提案力に優れた百貨
店」としてお客さまから高く評価され、
小売業界におけるファッション
リーダーとして、従業員が自信と誇りの
もてる百貨店。

（2）収益力No.1

優れたファッション提案力を背景に、業
界No.1はもちろんのこと、他の有力な
大型小売業とも肩を並べる収益性を誇
る百貨店。

「価値創造3ヶ年計画」の概略

期　間 ： 2003年度～2005年度（2003年4月～2006年3月）

基本方針 ： （1）顧客を起点とした社内体制・業務の流れの再構築
（2）構造改革の深耕（組織の枠を超えた改革の実現）
（3）百貨店事業の拡大戦略への取組み

最終年度　重要経営目標指標：

連 結 単 体

営業利益 250億円 150億円

ROA (営業利益／総資産) 5.7％ 4.7％

「価値創造3ヶ年計画」では、重点的に取り組んでいくものとして、次の3つの基本方針を掲げています。

1．顧客を起点とした社内体制・業務の流れの再構築

マーチャンダイジング計画（商品・販売・展開・訴求など）を中心とした社内のすべての業務を、組織を
含めてお客さま起点で改革していきます。

2．構造改革の深耕（組織の枠を超えた改革の実現）

「構造革新３ヶ年計画」で取り組んできた構造改革にグループ全体で取り組んでいます。経費削減をは
じめ、業務の流れそのものから抜本的な改革を進めています。

3．百貨店事業の拡大戦略への取組み

マーチャンダイジング力の強化や伊勢丹とお取引先双方の収益力向上を目指し、グループの総力を結
集して百貨店事業の拡大戦略に取り組んでいます。

変化の激しい、先行き不透明な時代だからこそ、そこには大きな飛躍のため
のチャンスが見いだせるはず――と私たちは考えています。「伊勢丹グループ
の目指す方向」、そして「価値創造3ヶ年計画」は、私たちが思い描く“将来の
伊勢丹”を実現するために策定した、中長期の経営計画です。

「常にあたらしいファッションを創造し、

高収益で拡大発展を続ける小売グループ」

これを実現する具体的な戦略として、２０１０年までに「百貨店事業における圧倒的競争優位の確立」「新
たな取組みによる成長基盤の確立」を果たすことを目標としています。

価値創造3ヶ年計画

「伊勢丹グループの目指す方向」に向けたファーストステップとして、「構造革新3ヶ年計画」を策定し2000年度から
「百貨店事業の収益力強化」「グループ力強化～選択と集中の徹底～」「新たな成長機会への挑戦」を基本方針
として、21世紀を生き抜く企業としての土台づくりに取り組んできました。
そして次なる段階として、私たちの最大の財産である「伊勢丹ブランド」の価値をより高めるために「価値創造

3ヶ年計画」を2003年度からスタートさせています。

百貨店事業における
圧倒的競争優位の確立

vision 1

百貨店事業で培った強みを活かした
2つの新たな小売業態の開発・育成を
通じて、成長ポテンシャルの高いマーケ
ットでの事業確立を目指します。

新たな取組みによる
成長基盤の確立

vision 2

（1）SC（ショッピングセンター）
対応型デパートメントストア

～百貨店事業の成長拡大

(2) スペシャリティストア事業

～百貨店事業に次ぐ柱の育成

また、インターネット関連ビジネスなど、今
後の大きな成長が期待できる分野に対
しても、アプローチを行なっていきます。



小倉伊勢丹オープン
2004年2月10日、「好感度ファッション百貨店」をストアコンセ
プトに小倉伊勢丹がオープンしました。小倉への来街者を
増やし、地域の活性化とお客さまの期待に応えられる店
づくりを目指しています。

新潟伊勢丹リモデルオープン
2004年4月3日、開店20周年を迎えた新潟伊勢丹。販売サ
ービスの強化とともに「NO.1ファッションリードストア」を目指
して、2004年は春・秋の二期に分けてリモデルを実施。
うち第一期リモデルが3月2日に完成しました。お客さまの
ご期待が高く、かつ強みでもある婦人服を強化・拡大して
います。

新生・岩田屋グランドオープン
2004年3月2日、（株）岩田屋は福岡・天神の本店を、別館
だったZ-サイドを本館に、隣接する新しい店舗を新館として
グランドオープン。二館一体となってお客さまをお迎えして
います。

その他の出店状況
クイーンズ伊勢丹（スーパーマーケット業）
本八幡店 （2003年7月）
自由が丘店 （2003年11月）
品川店 （2004年3月）
杉並桃井店 （2004年12月オープン予定）

バーニーズジャパン（紳士・婦人服専門店業）
銀座店（2004年10月1日オープン予定）
銀座交詢ビル（銀座6丁目）の地下1階から2階にオープンするバーニーズニュー
ヨーク銀座店は、横浜店以来11年ぶりの店舗として、高級で洗練されたファッ
ションを提供します。クラシックでモダンな街、銀座ならではの独自商品も取り
揃えます。
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2003～2004年度 営業トピックス

本店「メンズ館」全館リモデルオープン

「世界最高のファッションストア」を目指す伊勢丹本店では、「男の新館」を1968年9月の開店以来初めて全面
改装し、2003年9月10日、呼称も「メンズ館」と改め、リモデルオープンしました。「男のこだわり」に加えて世界
レベルの「ファッション」をキーワードに、同質化の進んだ百貨店の紳士服のレベルを超えて、圧倒的な存在感
を示すことのできるMDの構築を追求、「ファッションに関心が高く、こだわりをもつ男性のお客さまが自ら来店
され、お買物を心から楽しんでいただける店」を目指して、常に顧客起点でものごとを考え、マーチャンダイ
ジング・環境・サービスすべてにおいて、世界最高レベルのものを提案しています。
その結果、リモデル後の売上高は前年同期を大幅に上回り、本店の収益に大きく貢献しているとともに、

百貨店の紳士服部門における先進的な取組みとして関係各界より高い評価※をいただいています。今後も
本店は来店されるお客さまの満足の質を高め、婦人やリビング、食品とともに他の追随を許さない圧倒的な
ファッションストアを確立していきます。

※主な受賞歴 2004年1月：「2003年日経優秀製品・サービス賞最優秀賞」（日本経済新聞社）
5月：「2003年度第26回繊研賞」（繊研新聞社）
8月：「2004年毎日ファッション大賞・特別賞」（毎日新聞社）

「常にあたらしいファッションを創造し、高収益で拡大発展を続ける小売グループ」
を目指し、特に本3ヶ年期間中は、百貨店事業における収益力の強化、業界の
リーダー企業としての地位を確立するとともに、クイーンズ伊勢丹、バーニーズ
ジャパンを中心としたスペシャリティ事業（専門店小売事業）に経営資源を配分し、
グループでの利益拡大を目指しています。そして「毎日が、あたらしい。ファッ
ションの伊勢丹」であり続けるため、常に私たちはお客さまが求める品揃えや販
売サービスを提案します。この一環として、伊勢丹本店では2003年に「メンズ館」
を35年ぶりに全面改装。また、2004年2月には小倉伊勢丹がオープンしました。

2

4

3

1

1

2

3

4

他店に圧倒的優位性をもった世界
の靴を一堂に集積したコーナーが
実現

「メンズ館」の顔となる1階。スキン
ケアやフレグランス、ジュエリーなど、
従来の百貨店の紳士服には存在し
なかった新しいアイテムを中心に展開

国内外のクリエーターの競演が楽
しめる伊勢丹独自の編集ショップ
が登場

外装やファサード（玄関廻り）も全面改
装し、上質・上品な風格ある店舗に。
内装は「ネオ アールデコスタイル」が
テーマ

B1 Floor 1st Floor

Exterior

2nd Floor

5

5

銀座店店内イメージ
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2003年度 決算概要

業績の概要

2003年度における日本経済は、輸出や民間設備投資に底固い動きが見られ、株価が上昇するなど、先行
きに対する期待感も生まれました。しかしながら、雇用・所得を取り巻く環境は依然として厳しく、個人消費は
引き続き横ばいの圏内で推移し、デフレ克服と経済再生への確かな展望は、いまだ開けないままに、景気
は総じて一進一退の状況で推移しました。
百貨店業におきましては、都心部の再開発に伴う大型商業施設の開業等、業態を越えた競争がますます

厳しさを増す中で、営業日数・営業時間の拡大や大規模なリモデル等に積極的に取り組む企業があるとと
もに、地方百貨店と多面的な協力関係を構築し規模の利益を追求する動きも一部に見られました。しかし
ながら、法人関連の需要が引き続き低迷したことや天候不順の影響等もあって、業界全体の売上高は前年
を下回りました。
当社グループにおきましては、当期より、伊勢丹グループの永続的発展を確かなものとするための経営

計画である「価値創造3ヶ年計画」をスタートしました。この計画において、社内体制や業務の流れをすべ
て顧客起点で再構築するとともに、経費構造の抜本的改革を推し進め、厚生年金基金解散等の構造改革
に取り組みました。しかしながら経営環境の低迷や一時的な特別損失の計上があり、厳しい業績に終わ
りました。

連結決算の概要

売上高 経常利益
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事業の種類別セグメント情報

● 2003年度の伊勢丹グループの売上高は2期ぶ
りの増収となった一方で、営業利益、経常利益、
当期純利益は2期連続の減益で、増収減益と
なりました。

● 売上高は、約6148億円（前期比102．1％）とな
り、前期より約129億円増加しました。伊勢丹
がメンズ館リモデル効果で約39億円の増収、
国内子会社全体では約56億円の増収でした。
この約56億円には2004年2月に開店した小倉
伊勢丹の売上高約44億円が含まれています。

● 営業利益は、約168億円（前期比93．6％）とな
りました。伊勢丹単体、子会社全体では増益
したものの、連結処理により2004年2月に子会
社とした、（株）井筒屋ウィズカードの暖簾代償
却と、伊勢丹単体では資産計上している、子会
社向けのソフトウエア開発費を一括費用処理
したことにより、前期より約11億円減少と2期連
続の減益となりました。

前期実績 当期実績 前期比
(平成15年3月期) (平成16年3月期)

連結売上高 601,897 614,810 102.1%

連結営業利益 18,008 16,856 93.6%

連結経常利益 17,109 16,157 94.4%

連結当期純利益 7,701 ▲3,039 ー

連単倍率（売上高） 1.39倍 1.40倍 0.02倍

連単倍率（営業利益） 1.79倍 1.67倍 ▲0.13倍

連単倍率（経常利益） 1.39倍 1.44倍 0.05倍

連単倍率（当期純利益） 1.94倍 ー ー

クレジット 小売・専門店 消去または
百貨店業

・金融業 ・レストラン業
その他事業

全社
計

売上高 546,583 12,832 68,775 21,614 △34,994 614,810

営業利益 12,612 3,233 △103 244 868 16,856

百貨店業

（株）伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）新潟伊勢丹、（株）小倉伊勢丹
など16社で構成され、当社グループ
の核となる事業

平成16年3月期（2003年度、平成15年4月～平成16年3月）の伊勢丹グ
ループ連結決算は、売上は伊勢丹単体のメンズ館リモデル効果に加え、（株）
小倉伊勢丹の新規出店もあり百貨店業が業績拡大に寄与して増収となりまし
たが、厚生年金基金の解散や減損会計の早期適用に伴う処理などを進めた
結果、厳しい業績に終わりました。しかし、財務体質を改善し透明性を高め
るなど、「価値創造3ヶ年計画」スタートの年として着実に前進しています。

（百万円）

（百万円）

過去5ヶ年の推移（連結）

伊勢丹では、本店において、紳士部門を集約した新館を大規模に
リモデルして「メンズ館」としてグランドオープンし、成功裡に推移し
ており、また北九州市の小倉地区に（株）小倉伊勢丹を新規開店し、
多数のお客さまにご来店いただいた結果、増収増益となりました。

小売・専門店・レストラン業

（株）クイーンズ伊勢丹、
（株）バーニーズジャパン、
（株）マミーナ、
（株）伊勢丹プチモンドなど9社

（株）クイーンズ伊勢丹は増収となった一方で（株）伊勢丹プチモンド
は、不採算店の撤退等により減収、また（株）バーニーズジャパンは
業績低迷で、減収減益となりました。

クレジット・金融業

（株）伊勢丹アイカードなど2社 伊勢丹をはじめ提携各店の好調なアイカード売上による手数料の増加、
自社ATMの増強や銀行ATM提携の拡大によるキャッシング増加に
ともない取扱高が伸びました。一方で、（株）小倉伊勢丹に対する業務
拡大等により各経費は増加し、増収減益となりました。

その他事業

（株）イセタン・データー・センター、
（株）センチュリートレーディング
カンパニー、（株）伊勢丹ビジネス
サポートなど15社

（株）イセタン・データー・センターは、新規開発案件が寄与し増収と
なりました。



単体決算の概要

10

平成15年3月期 平成16年3月期
自平成14年4月1日 自平成15年4月1日 前期比
至平成15年3月31日 至平成16年3月31日

売上高 434,524 438,431 100.9% 3,906
売上原価 316,662 319,429 100.9% 2,767
売上総利益 117,862 119,001 101.0% 1,139
販売費及び一般管理費 107,820 108,889 101.0% 1,069
営業利益 10,041 10,112 100.7% 70
営業外収益 8,164 8,216 100.6% 52
営業外費用 5,919 7,092 119.8% 1,173
経常利益 12,286 11,236 91.5% ▲1,050
特別利益 366 898 245.4% 532
特別損失 3,664 21,052 574.6% 17,388
税引前当期純利益 8,988 ▲8,917 ー ▲17,906
法人税、住民税及び事業税 132 110 83.3% ▲22
法人税等調整額 4,894 1,298 26.5% ▲3,596
当期純利益 3,962 ▲10,325 ー ▲14,288

お互いに信頼し、信頼される関係を
目指して──。

私たちは、お客さまをはじめ、
従業員や株主、お取引先、地域社会など、
伊勢丹に関わるすべての人々に信頼し、
信頼される企業を目指しています。

社会活動

損益計算書

前期差
（▲は減少）

売上高 経常利益
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（百万円）

当期実績（平成16年3月期）
売上高 構成比 前期比

本店 244,223 55.7% 102.0%
立川店 38,328 8.8% 102.0%
吉祥寺店 18,590 4.2% 96.9%
松戸店 29,858 6.8% 99.8%
浦和店 49,541 11.3% 98.2%
相模原店 33,257 7.6% 99.7%
府中店 24,631 5.6% 99.9%
合計 438,431 100.0% 100.9%

当期実績（平成16年3月期）
売上高 構成比 前期比

衣料品 211,072 48.1% 101.2%
身廻品 42,005 9.6% 99.1%
雑貨 56,273 12.8% 105.9%
家庭用品 16,342 3.7% 90.5%
食料品 88,812 20.3% 102.1%
その他 23,925 5.5% 94.1%
合計 438,431 100.0% 100.9%

店舗別 売上高構成比

本店 55.7%

吉祥寺店 4.2%

松戸店 6.8%

浦和店 11.3%

立川店 8.8%

相模原店 7.6%

府中店 5.6%

商品別 売上高構成比

衣料品 48.1%

身廻品 9.6%

家庭用品 3.7%

食料品 20.3%

雑貨 12.8%

その他 5.5%

店舗別売上高 商品別売上高

● 売上高は前期を約39億円上回り、前期比100.9%となりました。メンズ館のリモデルをした本店が前期を約48
億円上回り、前期比102.0%に加え、立川店が前期を約7億円上回り、前期比102.0%でした。売上総利益は
売上高の増加及び売買差益率（27.14％、＋0．02％）の上昇により11億円増加しました。

● 販売費及び一般管理費は、退職給付費用などが増加し、前期比101.0％と前期を上回りました。売上総利
益は増加した一方、販売費及び一般管理費も増加したため、営業利益は微増となりました。

（百万円） （百万円）

過去5ヶ年の推移（単体）
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お客さまに安心・安全をお届けするために

信頼できる相談窓口 ～消費生活相談所～
伊勢丹でお買い上げいただいた商品の品質に関わるご相談に応じる窓口とし

て、1972年に設置されました。第三者的な立場で公正に判断し、信頼できる消
費生活相談の窓口として幅広い評価を得ています。相談員は、消費生活アドバ
イザーや繊維製品品質管理士などの資格を持つ7名が担当し、年間の受付件数
は約2,000件に上ります。

お客さまの視点に立った品質管理の追求

商品全般にわたる安心・安全の追求と、品質の向上・改善を図るとともに事故の予防を徹底するため、（1）品
質管理（2）表示管理の2つを柱に、お客さまの視点に立った品質管理に努めています。商品に関しては、当
社の標準規格、仕入基準を設定し、お取引先との連携で徹底した品質管理を実施しています。
また万一事故等が発生した場合には、行政や外部機関と連携をとり、その原因究明、迅速な対応、再発防
止に尽くしていく体制をとっています。

（1）品質管理
安全、安心は何にもまして最優先とし「疑わしきは販売せず」を基本理念に、事前検査、定期抜き取り検

査を実施。仕入担当、販売担当と連携し品質の維持、管理を行なっています。また、お取引先、売場、品
質管理室が三位一体となり、点検活動、情報の共有化、研修・教育での啓蒙活動を進め、品質管理レベ
ルの向上にも努めています。

① 食品の衛生管理
品質確認検査とともに、衛生指導として、各店舗の厨房施設・実演場等の衛生状態に基づく点検指

導、お取引先工場に対する衛生環境と衛生的な商品製造への協力をお願いする点検を実施しています。
また、正しい食品衛生知識の普及徹底を図るため、食品従事者対象の衛生教育、各店所轄保健所

による「食品衛生講話」の実施支援、お取引先による「伊勢丹食品銘店会安全衛生部会」の業務をサ
ポートするなど、その徹底に努めています。

② 繊維製品の品質検査
繊維製品を生地段階から染色・化学・物性等の品質確認を行なうとともに、現在販売中の商品で売

場から依頼されたものも実施しています。
③ 計量管理

計量器を正確に保持することにより、適正な商品量目を提供します。

（2）表示管理
品質管理において近年お客さまの関心が高いのは、食品では原材
料のアレルギー物質表示、原産地や虚偽・誇大広告等の表示です。
また、輸入品が増加している繊維製品では、取扱い絵表示・組成表

示等の法定表示、および任意表示の点検が重要となってきています。

品質管理・安全性のチェック ～品質管理室～

販売する商品の品質管理を行ない、安全に対する万全なチェック体
制を強化するため、1936年商品試験室を開設。2001年名称を品質管
理室に変更し、上記の2つの柱を中心とした品質管理に取り組んでい
ます。現在は繊維担当、衛生担当、計量担当を設置してお客さまの視
点に立ち、内容の充実を図っています。

商品表示に対する社会的関心の高まりにお応えし、お客さまの視点に立っ
た、品質管理における安心・安全を追求しています。また、お客さまの声に
耳を傾け、ご要望を反映し、一人でも多くのお客さまにご満足いただける店
づくりに取り組んでいます。

食品衛生の基本を学ぶ講習会を実施しています

従業員を対象にした食品衛生に関する講習会を各店で随
時実施。食品衛生について基本から学び、食中毒の防止や
正確な商品表示の徹底を図っています。

安心・安全でおいしい商品をお届けするために～
（株）クイーンズ伊勢丹商品検査室

首都圏における伊勢丹の商圏内で食品専門のスーパーマーケットを展開している（株）クイー
ンズ伊勢丹では、2004年8月の立川惣菜新工場の本格稼動に伴ない、新たに「商品検査室」を
開設しました。ここでは①食材等の細菌検査業務 ②日常衛生の点検・改善・保守等の衛生管
理業務 を中心に品質管理の充実を図り、今まで以上に「安心で安全な商品の提供」に取り組んで
います。

（株）伊勢丹ビジネスサポート、「ISO9001」認証を継続

伊勢丹グループの物流の要を担う（株）伊勢丹ビジネスサポートは、業務品質の継続的向上と、
効果的に売場の業務を支援することを目的に、2001年に百貨店関連業界で初めて「ISO9001」
品質マネジメントシステムの認証を取得しました。「ISO9001」は、ISO（国際標準化機構）が定めた
「品質管理および品質保証に関する国際規格」のひとつ。業務品質を維持する管理体制の一連
の仕組みに対して国際基準で評価するものです。年2回の定期審査に合格しています。
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お客さまにやさしい店づくり

シルバーライフをサポート ～ハートフルステーション（立川店・松戸店）～

「もっと快適に、おしゃれにお出かけしたい」「もっと健康に過ごしたい」「もっと
便利で安心できる環境で暮らしたい」。そんなご要望にお応えし、シルバーライフ
のお手伝いショップとしてオープンしたハートフルステーション。
ゆったりとした着やすい洋服や軽くてはきやすい靴などの衣料品・服飾雑貨、

健康維持のための健康食品・健康器具……と、従来の介護用品のカテゴリーにと
どまらない、豊富な品揃えです。立川店では、社会福祉協議会の協力を得て、介
護、福祉、余暇などの相談をうけたまわるカウンターも常設し、素敵・元気・快適な
シルバーライフをサポートしています。

より多くのお客さまに快適に安心してご利用いただけるよう、店づくりに
「ユニバーサルデザイン」の考え方を導入しています。

ハートビル法認定店舗「立川店」

立川店は多摩地区の百貨店として初めてハートビル法（※）の認
定を受けました。出入口や通路、階段、エレベーター、化粧室、
駐車場など、立川店はあらゆる設備に配慮しています。

たとえば各階のメイン通路（センターモール）は幅約6m。車椅子・
ベビーカーでもスムーズに往来でき、見通しもよく、ゆったりとお買物が
できるようになっています。

※ハートビル法：高齢者や身体障害者、その他日常生活・社会生
活に身体の機能上の制限を受ける人が、円滑に
利用できる建築物の建築促進を目的として、1994
（平成6）年に制定された「高齢者、身体障害者等
が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に
関する法律」の略称。

立川店

サービスの内容

車椅子の貸出

車椅子用トイレ

ベビーカーの貸出

ベビー休憩所

託児室

ベビーキープ付トイレ

育児相談

シルバーショッピングカート

視覚ガイド

本店

○

○

○

○

○

○

○

○

立川店

○

○

○

○

○

○

○

吉祥寺店

○

○

○

○

○

松戸店

○

○

○

○

○

○

○

○

浦和店

○

○

○

○

○

○

○

相模原店

○

○

○

○

○

○

○

府中店

○

○

○

○

○

○

○

地下鉄連絡口にエレベーター・
エスカレーターを設置（本店）

本店では階段しかなかった地下鉄連絡口（メト
ロプロムナード）に東京メトロと共同で、2003年4月
にエレベーターを、2004年4月にエスカレーターをそ
れぞれ設置しました。

14

各店サービス一覧

お客さまに快適な環境を

車椅子やベビーカーをご利用のお客さまに使いやすい設備、車椅子やベビーカーの貸出、聴覚や言葉に
障害を持つお客さまのお手伝い（予約制）など、設備とサービスの両面から、より多くのお客さまに快適に安
心してお買物を楽しんでいただける店づくりを進めています。

多機能フィッティングルーム（本店）
室内のスペースは通常の約4倍。車椅子でもスムーズに入室できるように段差

をなくし、また車椅子からの乗り換えが楽に行なえるようにボードやベンチを設置
しています。

多機能化粧室
本店では、多機能化粧室を現在5か所に設置しています。ベビーカー・車椅子で

の入室が可能な化粧室をはじめ、左タイプ・右タイプの手すり、多目的シート、または
ベビーシート、幼児用便座、柔らか便座などの機能を備えた化粧室もあります。さら
に、本館7階・メンズ館6階の化粧室にはオストメイト用流し（人工肛門をお使いの方
用の設備）を完備しています。また、立川店各階、吉祥寺店本館1・4階、新館3階に
も種 の々機能が設置された化粧室があります。

手話バッジ
伊勢丹独自の手話講座を1981年の国際障害者年から開始しました。現在、

社内認定を受けた約300名の販売員が、手話バッジを胸に付けて、聴覚や言
葉に障害を持つお客さまのサポートをしています。

簡易筆談ボード（本店）
すべてのお客さまに快適なお買物をしていただくためのツールのひとつ。聴

覚や言葉に障害を持つお客さまのなかでも、手話を使わない方とのやりとりや、
手話では伝えにくいことを正確に伝えるための補助器具として活用しています。

ベビー休憩所（本店）

介助式と自走式の2タイプを
設置（本店）

※ユニバーサルデザインとは、年齢・性別・体格・障害などに関係なく快適であるよう配慮された施設、サービス、社会を目指す考え方です。

ハートビル法の認定をうけた
立川店の店内
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従業員の活力あふれる職場環境づくり

自律的なキャリア開発の支援

会社が用意したコースに沿ってキャリアを積み重ね、受動的に会社に貢献するのではなく、自らの能力と
責任でキャリアを高め、能動的に貢献したい。こうした個人の意識の変化に応じて、機会と手段と環境を
提供することで、自律的なキャリア開発を支援しています。
その仕組みのひとつが、2001年10月から導入している「チャレンジキャリア制度」です。「チャレンジキ

ャリア制度」には、「社内公募制度」と「チャレンジ申告制度」とがあります。
「社内公募制度」は、会社側の人材ニーズにもとづき、能力・意欲ある社員を公募する制度です。意欲
や能力のある個人に平等に機会を提供することで、個人にとっては自律的なキャリア開発の支援になる
とともに、会社にとっては必要な人材を確保できる仕組みです。
「チャレンジ申告制度」は、個人の意欲や希望を尊重して、ポジティブなキャリア転換を希望する者に機会
を提供し、個人主体のキャリア開発を支援する制度です。自らの能力を開発し、能動的なキャリアプランを実
践することができるとともに、会社としても意欲、期待成果の高い人材の配置の促進につながる仕組みです。

ポジティブ・アクションの実践

私たちは、多様な人材が持てる力を最大限に発揮できる環境づくりに努めて
います。
その一環として、2003年4月に「ポジティブ・アクション推進委員会」を設置し、

意識、制度の両面から、積極的に自己改革を推進しています。
仕事と家庭の両立についても、社会の要請に即座に応じて取り組んでおり、

育児や介護の制度を整備してきた結果、多くの人が利用しています。特に育児
休職の取得者は累計で1,000人を突破しています。また、現在在籍する女性社
員の実に17％が取得経験者です。参考までに「平成13年度女性雇用管理基本
調査」（厚生労働省）によると、平成13年度に国内で出産した社員がいた事業所
は全体の24.5％、出産した社員の割合は全女性社員のうち2.7％に過ぎません。
比較してみると当社では、いかに多くの人が利用しているかがよくわかります。

福利厚生も個人のニーズに合わせて選択

あらかじめ個人に付与されたポイントの範囲内で、複数の福利厚生メニューの中から自分のニーズに合
うものを自由に選択し利用できる制度「伊勢丹カフェテリアプラン（i-cafe）」を、2003年6月に導入しました。
メニューの内容は、生活支援、安心、キャリア支援、コミュニケーションなどさまざまなカテゴリーで構成さ
れ、個々人のライフ・キャリアプランの作成、実現を支援しています。

高齢者、障害者に活躍の場を提供

定年後、再雇用により65歳までの雇用の場を提供する「エルダー社員制度」を、2000年10月から導入しています。
勤務形態は、変動時間勤務とし、そのなかで職務とのマッチングを図っています。2004年3月現在では、144名が在
籍しています。
また、「その障害を見るのではなく、能力を見よう」を基本理念に、障害者雇用促進にも力を注いでいます。障害者
が能力を十分に発揮できる職場環境を整え、適切な職務を提供しています。今後の重点取組みのひとつとして、障
害者の採用および業務拡大を目的とした「特例子会社」化を目指し、会社設立の準備を進めています。

≪伊勢丹の両立支援制度≫

ポジティブ・アクション推進
のため、社内に掲示している
ポスター

利用実績
新規取得者
過去5年間の平均

延べ1,015名
（59.4名／年）

27名
延べ523名
（46名／年）

91名
47名

99名

延べ21名

導入年月

1956年（昭和31年）

1971年（昭和46年）

1982年（昭和57年）
1989年（平成元年）

2001年（平成13年）

2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

制度・取組み

出産休暇制度

育児休職制度

介護休職制度
育児勤務制度

介護勤務制度
育児シフト勤務制度

復職者セミナー
（イセタン・ワーキングマザー・セミナー）
子の看護のための休暇
カフェテリアプラン

内容

産前産後8週間の有給休暇。国内でも先駆的な導入

満4才未満の子1子につき3年まで。子の数に応じた法の年数と4年のいずれ
か長い期間取得可能
1対象家族につき1回、1年まで取得可能
1日5または6時間の短縮勤務。1子につき小学校に就学するまで。育児
休職と合計で最長8年まで取得可能。子が3才になるまで期間延長可
1日5または6時間の短縮勤務。1対象家族につき1回、1年まで取得可能
小学校3年生までの子を持つシフト勤務者対象。残業は原則なく、「早番固
定」が選択できる
育児休職からの復職者と休職者を対象に行なう

小学校就学前の子の介護のための無給休暇。年5日まで取得可能
メニューに育児サービス利用補助、介護サービス利用補助あり。自己負担額50%ま
でがポイント補助の対象となる

法定基準

産前6週間産後8週（産後は6週
まで強制）有給の義務なし
1才に達する日まで

3か月まで
3才未満まで勤務時間短縮
等の措置義務づけ
介護休暇とあわせて3か月まで

努力義務

会社と個人の関係は、従来の終身雇用を前提にした「縦型の関係」から、会
社がキャリアを高める機会と手段と環境を提供し、個人が選択の自由と自
己責任をベースにキャリアを創っていく「横型の関係」に大きく変化してい
ます。私たちは働く人のキャリアやライフスタイルを尊重するとともに、ポ
ジティブ・アクション、ノーマライゼーションなどの社会的な課題にも積極的
に取り組んでいます。

埼玉県男女共同参画推進事業所として浦和店が表彰されました

埼玉県は、男女が共同して参画することのできる職場づくりに積極的に取り組んでいる同
県内の事業所を、埼玉県男女共同参画推進事業所として表彰しています。2002年には浦和店
の積極的な取組みが認められ、表彰を受けました。

※ポジティブ・アクションとは、固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から男女労働者の間に事実上生じている差があるとき、それを解消しようと企業が行
なう自主的かつ積極的な取組みのこと。1999年に施行された「改正男女雇用機会均等法」で、ポジティブ・アクションに関する項目が新設され、企業の積極的な取
組みが促されています。

※ノーマライゼーションとは、障害者や高齢者に関わらず、すべての人が同じように生活し、活躍できる社会を目指す考え方で、現代福祉の基本とされているも
のです。

高年齢者雇用開発コンテストで入賞しました

超高齢化社会を迎えるにあたって、厚生労働省と財団法人高齢者雇用開発協会は、60歳を
超える高年齢者の雇用促進のために、企業を対象とした高年齢者雇用開発コンテストを行な
っています。高年齢者が働きやすい雇用環境を実現するための創意工夫を施した改善事例を
各企業が応募するというものです。伊勢丹は、定年後の再雇用制度として希望すれば60歳から
65歳までの雇用を保障する「エルダー社員制度」が評価され、2002年度部門別賞（制度面）を受
賞しました。

伊勢丹サマーインターンシッププログラム

大学生、大学院生が在学中に企業で就業体験を積むことで、ビジネス社会を知り、視野を広
げるとともに、自分の能力や適性を見極め、将来の職業選択に役立てる機会となるインターンシ
ップ。学生の皆さんに百貨店業界や伊勢丹の業務内容を理解していただく場として、2001年夏
から百貨店業界としては初めてインターンシッププログラムを導入。毎年大学3年生および大学
院1年生を対象に、2004年夏までに約200名が参加しています。

（2003年12月現在）

（ ）
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株主に企業の実像を伝えるIR活動

投資家やアナリストに向けた情報開示

投資家や株主の評価が株価に反映され、企業価値が問われるようになってきている現在、企業は、マーケ
ットへの適時適切な情報開示を求められています。伊勢丹では、投資家やアナリストが投資判断する際の材
料として意義あるものになるように、経営戦略や営業情報、財務情報、業界情報などの情報を収集、整理し、
情報開示するよう努めています。
具体的には広報・IR担当を窓口に、有価証券報告書や決算短信などの決算情報を開示するレベルにとど

まらず、投資家やアナリスト向けの説明会を実施したり、ホームページ上で随時情報を発信するなど、自主的
かつタイムリーな情報開示を行なっています。

伊勢丹ホームページ上でIR情報をタイムリーに発信

情報の収集

情報の整理

2回／年

決算発表後の
アナリスト向け
決算説明会の実施

約50社／年

機関投資家
個別訪問

約200件／年

日々のアナリスト
個別訪問に対応

約100件／年

IR関連の
アンケート提出

随時

伊勢丹
ホームページでの
情報開示

情報の開示

・ 主要経営指標
・ 決算情報（決算短信・個別財務諸表・有価証券報告書・アニュアルレポートなど）

・ 株主情報、株価情報
・ 売上速報、月次売上レポート

広報・IR担当（IR情報の一元化・共有化）

経営戦略
（グループ全体の方向性）

営業情報
（営業戦略と実績）

財務情報
（財務分析と予測）

業界情報
（業界での位置づけ）

株主にゆたかな実りで報いるために、伊勢丹は自らの実像を公平、正確、迅
速に、そして継続的に伝えるため、積極的にIR活動を行なっています。

※IRとは、Investor Relationsの略で、企業経営者が資金の提供者である投資家や株主に対して、投資判断に必要な情報を提供する広報活動のことです。

お取引先とのコラボレーション

完全なる品揃えにむけて

百貨店・アパレル企業の業績が一進一退し、依然として厳しい状況にあるなか、私たちは、お客さまのご要望に応え
るために、お取引先とより強固な関係を築く必要があると考えています。お客さま一人ひとりに「欲しいものを、欲しい時
に、欲しい量だけ、欲しい価格で、快適な売場でお買い上げいただく」ことが、私たちの役割です。お客さまにわざわざ
ご来店いただいても、欲しい商品が欠品していては、満足どころか信頼関係を損ねてしまいます。伊勢丹ではPOS情
報をはじめとしたシステムを活用し、お取引先との協業によって欠品防止を図っています。
具体的には、百貨店、アパレル、生産の各企業それぞれの

業務を、協働の観点からひとつのつながりとして見直し、生産
から販売に至る一連の流れの全体最適を図る取組み～SCM
（サプライチェーンマネジメント）を行なっています。SCMにおいて、
最もお客さまに近い立場にある百貨店は、お客さまの需要をよ
り正確に予測、またアパレル企業・生産企業は、柔軟でスピー
ディな商品供給という本来の役割を果たすために、個別の業
務のやり方を改め、相互の信頼に基づく情報の迅速かつ的確
な共有化を図っています。

私たちは、お取引先を「共同でお客さまのご要望に応えるパートナー」と考えていま
す。小売業としてお客さまの声をもとに、お客さまが求める商品をお取引先から仕入
れたり、共同で開発した商品を販売する「コラボレーション」の姿勢を大切にしていま
す。「お客さま第一」を常に考え、お取引先とは、どちらか一方だけが得をするような
状況をつくらず、お互いに利益を確保し、ともに繁栄できる関係を目指しています。

食品ギフト統合 始動
「食品ギフト統合」とは、年間最大級のギフト商戦である中元と歳暮の食品ギフトにおいて、伊勢丹と

（株）阪急百貨店、A・D・O参加企業が問屋やメーカーと協業して、SCM（サプライチェーンマネジメント）の
考え方を採り入れた、百貨店主導の「仕組み」のことです。食品ギフトは、いままで百貨店が品揃え・配
送処理をそれぞれ行なっていましたが、2003年中元期からの統合により商品・カタログの共通化、共同配
送システムの導入、物流センターの集約などを図っています。この取組みによって、参加百貨店で商品を
取りまとめてロットを拡大し、新たなシステムと物流を見直して、参加する全企業に利益を生み出すとともに、
商品在庫の集約による欠品防止が、お客さまの満足につながることを目的としています。

百貨店

メーカー

ハブ（HUB）センター
売上・配送情報

・商品在庫積込み
・商品梱包作業

売上・配送情報
百貨店

共
同

サ
ー
バ
ー

宅
配
業
者

お
客
さ
ま

商
品

お客さま百貨店アパレル縫製テキスタイル原糸

商品の流れ

サプライチェーン

情報の流れ

ギフト統合後の共通化部分の商品・情報の流れ

新しい取引形態の構築
百貨店数社における店頭調査では、衣料品の分野において色・サイズの欠品によって、お客さまにお

買い上げいただけないケースが約20％あることがわかっています。つまり、欠品による売り逃しです。一
方、アパレル企業側にとっては、機会損失もさることながら、百貨店からの返品による在庫リスクが重要
な課題となります。つまり、「売り逃しをしたくない百貨店と不良在庫を抱えたくないアパレル企業」という
関係にあり、両社の利害関係は必ずしも一致してはいませんでした。そこで、この課題に取り組むため、
百貨店とアパレル企業が協力して、2001年に新しい取引形態（コラボレーション取引）を策定しました。
百貨店側の発注と一定の在庫引き取り責任、アパレル企業側の受注と生産・納品責任を契約上で明
確にすることにより、相互の信頼関係を確立し、お客さまの満足につなげることを目的としています。

伊勢丹では、同年秋冬シーズンのユニットショップのA・D・O展開を機に、他社に先駆けてコラボレー
ション取引を導入し、現在、欠品の削減をはじめとした着実な成果につなげています。
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コンプライアンスの指針の制定とその実践

コンプライアンスの指針と具体的な遵守事項を記述した「コンプライアンス・ガイドブック」
を2002年4月に作成・配付し、事業活動におけるガイドラインとしています。
「コンプライアンス・ガイドブック」では、お客さまとの契約、個人情報の保護、商品の安全
性、景品と表示、お取引先との公正取引、知的所有権、許認可・届出事項、人権の尊
重、セクシュアル・ハラスメントの禁止、インサイダー取引の禁止、取締役としての遵守事項
など、事業活動のさまざまな局面において遵守すべき事項が明確に示されています。

委員会の設置・開催

独占禁止法の積極的な遵守を目的として、伊勢丹公正取引推進委員会を1979年に、また、リスクへの組織
的対応力の強化を目的として、リスクマネジメント委員会を1988年にそれぞれ設置し、定例開催しています。
さらに、個人情報の保護を目的として、個人情報保護委員会を2004年に設置し、随時開催しています。

相談体制の確立

新規ビジネスの検証、法的紛争への対処など、業務上の各種事案に関し、顧問弁護士による法律相談
会を毎月４回実施しています。また、契約書の作成・点検、クレームへの対応、知的所有権などの案件につ
いて、法務担当者が随時相談に応じる体制を整えています。

コンプライアンスに関する教育・啓蒙活動

昇格時教育や管理者教育のなかでのコンプライアンス教育を実施しているほか、営業
部門を対象とした法務講座や、伊勢丹公正取引推進委員会事務局による公正取引教
育を実施しています。
また、社内広報誌による啓蒙活動を通じて、コンプライアンス意識の向上を図っています。

コンプライアンスの実践コーポレート・ガバナンスの充実

コンプライアンス・
ガイドブック

私たちは、信頼される企業でありつづけることを目指して、伊勢丹グルー
プ企業理念をふまえ、日々の事業活動において、コンプライアンス（法令
遵守）を実践しています。

個人情報保護の取組み

2003年5月に公布された「個人情報の保護に関する法律」に対応し、企業としてお客さまの個人情報を
守ることは義務であり社会的責任の一つと考え、さまざまな取組みを行なっています。

●2004年4月に「個人情報保護委員会」を設置、お客さまからの情報保護に対するご要望にお応えする社内体
制のさらなる整備を図っています。具体的には（1）個人情報取得時のルールの徹底（2）個人情報の安全管理
体制の見直し（3）個人情報取扱いに関する社内ルールの見直し、の3点を柱に取り組んでいます。また、「情報
管理規程」「個人情報保護規程」等の規程を整備し、日々 の業務の中での個人情報保護に取り組んでいます。

●伊勢丹のハウスカード「アイカード」の発行や会員の皆さま対象の各種サービスなどを行なっている（株）伊勢丹アイカー
ドでは、2000年2月に策定した「個人情報保護ガイドブック」を2004年9月に改訂し、これに基づき、従業員一人ひと
りが持つセキュリティーカードでの情報管理の徹底や従業員教育をはじめとするさまざまな安全管理を行なうととも
に、正しい個人情報の取扱いを理解し実践することを通じて、個人情報保護の推進に取り組んでいます。

●「アイカード」会員の皆さまの個人情報管理を担う（株）イセタン・データー・センターは、2003年、情報セキュリティ
マネジメントシステム（※）の認証を取得しました。これにより情報セキュリティに対する信頼性を一層高めています。

※情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）…技術的なセキュリティ対策だけでなく、セキュリティ管理体制全般を監査し、企業レ
ベルで情報システムの運用を定めたマニュアルを有するリスクマネジメントであることが基本。日本では、2002年より（財）日本情報
処理開発協会を中心に正式運用されている。

外商セールスを対象に
実施した法務教育

具体的な取組み

ステークホルダーの皆さまのご期待に応えるには、「経営の仕組みが透明かつ公正であること」「スピーディな意
思決定ができる体制が構築されていること」が不可欠です。そこで当社では2001年度に ①執行役員制度の
導入 ②社外取締役の選任と指名報酬委員会の設立 ③責任権限の明確化と組織改革（経営戦略会議の設
置など）④報酬制度改革、などを行ない、また継続してコーポレート・ガバナンスの向上に取り組んでいます。

＜経営監督機構＞
・取締役会においては社外取締役が独立した立場で客観的に経営執行を監督するとともに、幅広い視野の下、
企業戦略の総合的な助言を行なう役割を果しています。
・指名報酬委員会においては社外取締役を委員長として、取締役、執行役員の人事案、候補者案、報酬案
や執行役員の育成計画、重要な子会社の社長候補案など、透明性・公平性の高い審議を行なっています。

＜業務執行機構＞
・経営戦略会議の設置と執行役員制度の導入により、意思決定のスピードアップと責任の明確化を図って
います。
また社内の指揮・報告系統を整備するとともに、内部牽制によるコントロールを実施しています。

リスク管理

私たちは、リスク管理において、リスクの予防と防止対策を重視しています。リスク管理体制として、組織
的対応力の強化と予防法務体制の確立のために、経営戦略会議の諮問機関としてリスクマネジメント委員
会を設置しています。またグループ全体でのリスクマネジメントの重要性が増すなか、企画立案および推進
を行なうために、総務部にリスクマネジメント担当を配置しています。

私たちは、経営の「透明性」「公正性」「迅速性」を向上することが、経営上の
重要な課題の一つと考えます。このため、株主・お客さま・従業員・お取引
先・地域社会といったステークホルダーの皆さまと良好な関係を築いていく
とともに、現在の株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上の
機能制度を整備・強化して、経営機構改革とあわせコーポレート・ガバナンス
や企業の社会的責任への取組みを推進しています。

（株）伊勢丹 厚生年金基金連合会の企業統治ファンドに組入れ
2004年8月、厚生年金基金連合会は、企業統治への評価が高い企業で構成する「コーポレー

ト・ガバナンスファンド（企業統治ファンド）」（野村アセットマネジメントが運用を委託）の対象43銘
柄として、百貨店では唯一（株）伊勢丹を組み入れました。
東京証券取引所第一部上場企業を対象に、①株主価値重視の経営 ②情報開示・説明責

任 ③取締役会の機能 ④役員報酬の決め方や開示 ⑤法令遵守とリスク管理、の5分野で調
査し選定されたもので、当社が2001年度から進めてきた「経営機構改革」が評価されました。

(　　は報告、指示、監査、選任等を意味する)

会
計
監
査
人

監査役会
監査役(2)

社外監査役(2)

取締役会 指名報酬委員会
取締役(6)

社外取締役(2)
委員長＝社外取締役

業務執行機構

各委員会 執行役員連絡会

経営企画部

経営戦略会議

執行役員
各部門

会計監査 経営監督 ( )内は人数

株主総会
経営監督機構

会社の機関および内部統制の関係図



地域社会への貢献

地域のイベントに積極的に参加

本店・支店・国内グループ百貨店とも、地域社会における良き市民として、地域のイベントや環境美化
運動、安全・防犯・防災活動に積極的に参加・協力しています。

< 地域のイベント参加の一例＞

社会に役立つ人材を育成する（財）伊勢丹奨学会

（財）伊勢丹奨学会は1963年8月、二代小菅丹治の遺志を継ぎ、「身心健全、学力優秀でありながら経済
的理由により修学困難な学生または海外留学生に奨学金を与え、社会に有為な人材を育成するとともに、
あわせて国民生活の向上と商業の発展に寄与する学術的研究に対し、研究資金の援助を与え、社会一般
に貢献する」ことを目的に設立されました。2003年度は31名の大学生に対し、総額約1,000万円の奨学金を
給付しました。

私たち伊勢丹グループは、地域社会に支えられ、地域の皆さまとともにあ
ります。本店をはじめ支店は「地域密着一番店」を目指して、地域住民の一
員として地域に役立てるよう、その責任と役割を果たしていきます。伊勢丹
があり、私たちがいることで人が集まり、活気があり、楽しく、安全で美し
いまちになることを目指しています。

本 店
● 大新宿区まつり
● 新宿御苑・森の薪能
● 新宿芸術天国
● 新宿エイサー祭

立川店
● 昭和記念公園花火大会　● 立川諏訪祭り
● 立川よいと祭り ● 立川音楽祭

吉祥寺店
●フラワーガーデン
（OHANA BATAKE）
新館3階オープンスペース
は花壇とウッドデッキスペー
スからなる〈OHANA BATAKE〉地元のサークル
や商店街のイベントなども行なっています

● 吉祥寺春・秋のウェルカムキャンペーン
● 店外クリーン・駅前清掃（毎月1回）
● 地元の環境整備・防犯パトロール

松戸店
●（財）まつど街と水辺の緑化基金への寄付
（開店30周年祭　北村 隆陶芸展のチャリティ売
上ほか）

● 松戸まつり ● 松戸花火大会

浦和店
● 浦和まつり ● 調神社夏季例大祭
●さいたま市うなぎまつり
● 駅前クリスマスイルミネーション

相模原店
● 相模原納涼花火大会　● 相模大野まんどうまつり

府中店
●くらやみ祭　
● 商工まつり
●「府中再発見展」の開催
● 府中をきれいにする市民
運動への参加

静岡伊勢丹
● 静岡まつり
● 商店街「夜店市」への
参加

● 静岡市消費者協会へ
の寄付

●「東海地震対策」地域における当社の役割（方針
策定）

新潟伊勢丹
● 新潟まつり大民謡流し
●にいがた冬・食の陣「当日座」への参加
● 商店街クリーン作戦／町内会クリーン作戦
● 環境浄化・防犯活動

小倉伊勢丹
●レディス防災リーダー
研修会への参加

●わっしょい神社の開設
● 地域清掃美化運動
●わっしょいYOSAKOI北九州2004

22

「かけがえのない環境」を守り、
それを次の世代へ──。

私たちは、「持続可能な社会」の構築に向け、
小売業として地球環境の保全に配慮した
事業活動を行なっています。

環境活動
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かけがえのない環境を次代へ

伊勢丹環境方針の制定

伊勢丹環境方針は、企業理念に基づき、2002年に制定されました。伊勢丹の環境問題に対する姿勢を
表し、環境に配慮した活動を行なう上での根本となっています。

2010年度を最終目標とした長期計画

環境に配慮した活動を行なう上での目標を定めた長期計画を2002年に策定しました。最終目標年度は、
京都議定書および日本百貨店協会行動計画の目標年を参考に、2010年度としています。その達成に向けて、
それぞれ年度ごとの実行計画を定め、着実な活動成果をあげています。

長期計画

① お客さまに安心してお求めいただける安全な商品をお届けします。また、環境に配慮した商品の品揃えを進めます。

② 廃棄物の減量化を図るため、お客さまのご協力をいただきながら、包装の適正化・簡素化を推進します。また環
境に配慮した包装用品を使用します。

③ 営業活動で生じる廃棄物の発生抑制・再利用・リサイクルを推進し、売上高あたりの廃棄物最終処分量を1999
年を基準として、2010年には、60％削減を目指します。

④ 事務用品は、用度システムを利用した発注の徹底と、共同使用、および再利用を推進することで、省資源
に努めます。

⑤ 業務の合理化により、社内での事務用紙の使用量を削減します。また、包装用紙・印刷物・事務用紙等には再
生紙を使用します。

⑥ 用度・施設等の調達部門では、グリーン購入（環境に配慮した製品の購入）に努めます。

⑦ 省エネルギーと汚染の軽減に向けて、売場面積と営業時間あたりのエネルギー消費量とCO2発生量を、1999年を
基準として、2010年には、6％削減を目指します。

環境に配慮した活動を行なうためのシステム

1991～1994年に「環境対策担当」を設置し、早期から環境問題に取り組み、成果をあげてきました。現在は、
「省資源・省エネ部会」と「環境商品部会」からなる「環境委員会」を中心として、環境に配慮した活動を推進し
ています。

私たちは、「環境委員会」を中心に環境マネジメントシステムの構築に取り
組み、環境に配慮した活動を体系的に推進し、環境経営の実践に努めてい
ます。

経営戦略会議

環境商品部会

省資源・省エネ部会

企業理念

伊勢丹環境方針

長期計画

年度実行計画

具体的な取組み事項

成果

評価・見直し

情報公開

企業責任の遂行と、社会評価の向上

（推進システム）（組織）

法律・条例

百貨店協会行動計画
環境委員会

毎年取組みのレベルアップを図る

※環境強調月間を毎年3回（2月、6月、10月）実施
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2003年度の取組みと成果

「2003年度実行計画」に基づき取組みを行なった結果、廃棄物最終処分量は、目標を大きく上回り削減す
ることができました。電力・ガス・水道についても削減できましたが、一方でコピー用紙の使用量は、2003年
度も前年を上回る結果となり、今後重点課題として取り組んでいきます。

① 廃棄物の削減
全体の取組みでは、従業員一人ひとりが、

店内や事務所からでるゴミの分別を行ない、
さらに館内で集めた廃棄物を、再度細かく
手選別することで、紙ゴミのリサイクル割合
が上がり、結果的に最終処分量を大幅に減
らすことができました。
また、本店では2003年3月から、立川店で

は12月から開始した生ゴミリサイクルの実施に
より、大幅にリサイクル率が上がりました。食
品リサイクル法で定められたリサイクル率20％
は前倒しで達成しています。

② 事務用紙・コピー用紙の使用量・電子帳票への切替
コピー機の使用量は99％と前年を下回りましたが、コピー用紙そのもの

の使用量は106％と増加しました。これは、ネットワークプリンターの普及
等により、特にスタッフ部門での書類の印刷量が増えたことが、原因と考
えられます。一方帳票類は昨年に引き続き電子化を推進し、用紙の使用
量を削減しました。その結果、紙の総使用量は前年比96％になりました。

③ エネルギー使用量
昨年度は、省エネの取組みに加え、冷夏、暖冬だったこともあり、エネ

ルギー使用量は電力・ガスとも前年を下回りました。また、水道について
は井水の利用により、使用量を大幅に削減しました。

④ 環境商品の取扱い
風力発電を利用した工場で作った環境配慮タオルや、環境配慮レザー「エコロジカ」を使用したワー

キングバッグ等の販売を行ないました。

2003年度の取組みと成果

⑤グリーンハンカチキャンペーンの実施
2003年10月に本店の婦人服飾雑貨で「伊勢丹グリーンハンカチキャンペーン」を実施しました。ハンカチ

をお買い上げ1枚につき、お取引先・伊勢丹が5円ずつ寄付し、さらにキャンペーンに賛同いただいたお客
さまから5円の募金をいただき、社団法人国土緑化推進機構の「緑の募金」に25万円を寄付しました。

⑥ 適正包装の推進
お客さまにご協力をいただきながら適正包装を進めています。中元・歳暮

ギフトの簡易包装をはじめ、家庭用品などご自宅づかい商品はシールのみで
包装を省略させていただいたり、商品のおまとめなどを行なっています。
また、伊勢丹ショッピングバッグの販売などを通じて、お客さまに向けて簡易

包装推進を呼びかけています。その販売収益金の一部を環境保護促進のた
め、各店から地元行政や環境団体に寄付しています。なお、本年は全店で、
2003年度販売収益の一部である183万円を寄付することになりました。

⑦ お客さまへのPR
毎年6月は環境省の「環境月間」、10月は「環境にやさしい買い物キャンペーン」にあわせ、お客さまに向

け店内放送やPOPで簡易包装推進のご協力をお願いしています。

⑧ 従業員の啓蒙・教育
社内広報誌・社内LAN等を利用した環境教育・情報提供を行ない、各店

でゴミ分別教育を実施しています。また、全社で行なう環境強調月間では、適
正包装の推進、ゴミの分別の徹底、事務用紙・コピー用紙の削減、省エネの
推進等に取り組んでいます。

⑨ 物流面の取組み
物流車輌では、2002年度から低公害車の導入を進めており、2003年度は天然ガス車を新たに5台導入、

計12台を使用しています。また、納品・配送トラックのアイドリングストップ、急発進・急ブレーキの禁止を呼
びかけ、徹底しています。
商品の搬送には、衣料品メーカーの協力で、一部衣料品の納返品に折り畳みコンテナ（オリコン）を使用し、
ダンボールの使用削減を推進しています。店舗間の一部商品・用度品の搬送にもオリコンを使用してい
ます。

廃棄物最終処分量*1

事務・コピー用紙

電子帳票の切替

電力使用量

ガス使用量

CO2排出量*2

水道使用量*3

2002年度実績

15.6kg／百万円

139.4t

43.4t

178.74kｗh/千m2・h

6.91m3/千m2・h

83.86kgCO2/千m2・h

1.18m3/千m2・h

2003年度目標

14.0kg／百万円

133.8t

39.1t

前年維持

前年維持

前年維持

1.01m3/千m2・h

目標削減率

▲10.0%

▲ 4.0%

▲ 10.0%

0%

0%

0%

▲15.0%

2003年度実績

12.8kg／百万円

141.4t

34.7t

176.07kｗh/千m2・h

6.46m3/千m2・h

81.80kgCO2/千m2・h

0.86m3/千m2・h

実績削減率

▲17.6%

1.4%

▲20.2%

▲ 1.5%

▲ 6.4%

▲ 2.5%

▲27.4%

達成

×未達成

達成

達成

達成

達成

達成

①

②

③

本店の紙ゴミリサイクル室

事務所の分別箱
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環境配慮タオル 「エコロジカ」使用ワーキングバッグ

伊勢丹ショッピングバッグ

本店で実施したゴミの分別教育

2003年度の実績

注 ※１. 廃棄物量は、（株）イセタン・データ・センターを含まない（環境会計の範囲と異なる）

※ 2. CO2排出量には、電力およびガスの使用量のみを換算

※ 3. 水道使用量は、上水道のみ

※ 4. エネルギー原単位の分母（千m2・h）は全店舗の売場面積と平均営業時間の積
廃棄物原単位の分母（百万円）は2003年度売上高

2003年オンリー・アイ 春のキャンペーン

環境強調月間の実施
環境に配慮した取組みを積極的に推進するため、全社活動として、2月・6月・10月に｢環
境強調月間｣を実施しています。適正包装の推進、ゴミの分別の徹底による廃棄物の削減、
リサイクルの推進、事務用紙・コピー用紙の削減、省エネの推進等に取り組み、成果の報
告と、その取組み内容を毎年見直すことで、より良い活動内容の推進を目指しています。
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2003年度環境会計

物流

合計

環境配慮商品の提供

地球環境保全活動

省資源

廃棄物の削減と
再資源化への取組み

廃棄物の適正処理

公害防止のための
環境保全活動

主な内容

地球温暖化防止・省エネルギー

屋上緑化
オゾン層破壊防止

水の有効利用

事務用紙の削減
印刷物に関する環境配慮

ショッピングバッグの販売
容器・包装の工夫
グリーン購入

廃棄物分別活動

廃棄物リサイクル・リユース

容器包装リサイクル法対応
一般廃棄物、産業廃棄物の
適正処理
大気汚染防止
水質汚濁防止
その他の公害防止（騒音振動・
悪臭・地盤沈下・土壌汚染）
PCB（ポリ塩化ビフェニル）適正管理
適合車輌採用、CNG（圧縮天然ガス）
車導入、アイドリングストップの実施
物流の効率化

ハンガー納品、通い箱の利用

環境委員会、環境管理活動
環境教育
環境情報の開示
ボランティア・環境イベント

寄付

土壌汚染、自然破壊などへの対応

投資
0

1,240

0
1,761

93,756

0

0
0
0

0

0

0
0

525
9,987
2,100

0
0

0

0

0
0
0
0

0

0
109,369

費用
0

8,145

16,567
3,187

61,327

14,379

2,156
0
0

55,854

232,610

8,157
194,159

91,597
385,974

0

440
0

0

0

101,651
194

1,197
1,591

1,860

0
1,181,047

合計
0

9,385

16,567
4,948

155,083

14,379

2,156
0
0

55,854

232,610

8,157
194,159

92,122
395,961
2,100

440
0

0

0

101,651
194

1,197
1,591

1,860

0
1,290,416

2003年春のオンリー・アイキャンペーン（33ページ）で、環境配慮レザー「エコロジカ」を使用したワーキングバッグや風力発電の工場で作った環境配慮タオル、ケナフを使用したボタンダ
ウンシャツを販売しました（26ページ）。
電子安定器・インバーターポンプ（吉祥寺店）･CO2制御給排気（相模原店）等、省エネ機器の導入や休日の事務所エレベーター間引き運転、従業員の省エネ活動等により、93万kwhの省電
力を実施しました。
各店舗および物流センター周辺の植栽設置管理費です(緑化面積4,544m2)。
フロンの回収破壊は法に基づき適正な処理を行なっており、2003年度は本店･吉祥寺店･浦和店で主に空調設備のノンフロン化を実施しました。代替フロンHCFC-22をノンフロンへ切
替え156Kg削減し、全体では571Kgを適正に回収破壊しました。
・中水（立川店・府中店）や雨水（府中店）を活用し、水を再利用しています。
・上水道利用節約のため、各自治体の認可のもと、府中店を除く店舗で井水を活用しており、特に本店・吉祥寺店・松戸店では地下水膜ろ過システム採用により飲料水としての利用が可能となりました。
・トイレの節水装置や手洗いの自動水洗の設置などでも節水に取り組んでいます。
・電子帳票化の推進により、コピー用紙等事務用紙の使用量は、前年比4％削減しました。
また、新MDシステムや新ギフトシステムの導入により、従来使用していた伝票類の削減も行なっています。
・広告・ギフトカタログ等にはECFパルプ（無塩素漂白）を使用しています。
・社内広報誌を中心に古紙50％配合の再生紙を使用しており、使用率は76％です。
容器包装の削減を目的に、お買物の際繰り返しお使いいただけるベーシックで使いやすいデザインです。本支店で2003年度は36,600枚を販売しました。
2004年3月から食品用の手付袋を改善し、大サイズは1枚あたり15％、中サイズは1枚あたり5％重量を削減しました。
・包装材における当社のグリーン購入基準は、古紙率30％以上としており、達成率は90％（重量比）を占めています。
・事務用品98品目のうち、当社基準を達成しているものは36品目（37％）です。
店舗分別活動および分別教育にかかった人件費・経費について記載しています。・店内や事務所の分別回収箱を更新しました（本店･本社）。
・2003年度は本店・立川店で生ゴミのリサイクルを開始したことから、特に生ゴミの分別教育をお取引先販売員を含め徹底しました。
・売場･事務所での分別と各店ゴミ処理室での手選別による仕分けにより、リサイクル率が向上しました（26･27ページ）。
・全店の紙ゴミのリサイクル率は86％でした。
・生ゴミについては、本店･立川店のリサイクル量と各店の魚アラの飼料化を含めると、全体のリサイクル率は13％アップし23％でした。
・全体の最終処分量を1,144t削減し、リサイクル率は9％アップの59％でした。
また、中水設備改修（立川店）により汚泥発生量を削減しました（530m3）。
容器包装リサイクル法再商品化委託料として2003年度に支払った金額です。2002年度の精算金額は差し引いています。
各店でマニフェスト伝票による適正な廃棄物管理を行なっています。
廃棄処分の中では生ゴミ（混在ゴミ）の割合が多いため、支店の生ゴミリサイクルの促進が今後の課題です。
内訳は、厨房グリスフィルターの清掃、ボイラー･発電機･冷温水発生機の整備、冷却水の水質管理･清掃等です。
汚水槽・排水槽のばっき装置の設置（本店・吉祥寺店・浦和店・相模原店）や各店の浄化槽、グリストラップ、汚水槽、雑排水槽の清掃により、下水の水質汚濁を防止しています。
本店では生ゴミリサイクル室等に脱臭機を設置しました。

本店・吉祥寺店・調布センターで適正に保管管理しています。2003年度は第三別館･旧立川店･落合センター保管分を本店へ移管しました。
お取引先の協力により、2002年度から低公害車導入を進め、2003年度は天然ガス車を新たに5台導入、計12台を使用しています。また、適合車輌への切り換えもほぼ終了しており、
2004年10月には全車輌切替が終了します。アイドリングストップも実施しています。
1973年から納品代行制度を、1988年から検品代行を実施しており、納品検品車輌の削減に努めています。
食品部門の納品代行についても現在推進中です。
ギフト統合(19ページ参照）の拡大により、納品・配送車輌の効率化も行なっています。
・ハンガー納品量は321万枚で、ダンボール換算では16万箱に相当します。
・店舗間の商品・用度品の搬送には通い箱を使用することで、ダンボールの使用を削減しています（約8,000箱）。
環境強調月間を中心とした、環境に関わる担当者人件費、簡易包装推進POP等のPR費も含みます。
昇格者研修および外部研修費用です。この他にも、ゴミの分別教育等を行なっています。
企業活動レポートおよび伊勢丹データバンク、伊勢丹ホームページ等で開示しています。
・店舗周辺の自主清掃や地元商店街のクリーンデーに参加しています。
・本店ハンカチ売場で「グリーンハンカチキャンペーン」を実施しました（27ページ）。
・ショッピングバッグの売上の一部を各店から地元行政等に寄付しました。
・「グリーンハンカチキャンペーン」による収益の一部を（社）国際緑化推進機構｢緑の募金」へ寄付しました。
・（財）緑の地球防衛基金に使用済みプリペイドカードを送付しています。

環境会計集計表
環境保全コスト(千円）

項目

環境管理活動・環境教育

社会貢献と
コミュニケーション

環境損傷の修復

環境保全効果（具体的な活動内容とその物量効果）

環境会計について
「伊勢丹環境会計」は、当社の環境保全への取組みを投資と費
用の面から把握するとともに、その効果を貨幣単位と物量単位で測
定、評価する会計システムです。
環境会計の目的は、①環境保全活動の費用対効果を把握する
ことにより、環境活動の適切な目標設定と評価を行なうこと ②環境
リスクの把握と効果的な対応など合理的な環境対策を促進するこ
とです。
お客さまをはじめとした当社を取巻く皆さまに環境会計を開示する
ことにより、伊勢丹の環境保全活動をご理解いただき、社会とのコ
ミュニケーションを深めていきたいと考えます。
効果的な環境保全活動と百貨店業務の効率化は相互に結びつ
いていて、これまで廃棄物の最終処分量の削減をはじめ、『環境委
員会』で設定した実行計画を着実に、誠実に取り組んできました。
環境会計は当社にとって初めての試みであり、百貨店の事業活動
に沿うかたちでまとめています。
これからも私たちは「伊勢丹環境会計」を通して、環境活動を適
切に評価するとともに、「かけがいのない環境」を守り、次の世代へ
つたえていく取組みを着実かつ積極的に推進していきます。

伊勢丹環境会計ガイドライン
●集計期間：2003年度（2003年4月1日～2004年3月31日）
●対象範囲：（株）伊勢丹、（株）伊勢丹ビルマネジメントサービス、（株）伊勢丹ビジネス

サポート、（株）イセタン・データー・センターの4社 [環境会計データに一
部、店舗テナント様、物流お取引先が含まれています]

●環境省「環境会計ガイドブック2002年版」「環境会計ガイドブックⅡ」を参考

環境保全コストの集計方法
・環境保全コストには、投資と費用を含んでいます
・投資は、2003年度に取得した減価償却対象の環境設備投資を集計しています
・減価償却費は計上していません
・複合コストに関しては、環境目的部分が明確に把握できるものに限り、差額集計
を利用しています。按分集計は行なっていません
・人件費＝環境活動時間×平均人件費単価で算出しています

環境保全効果の集計方法
・環境保全効果は、それぞれの環境保全対策による資源利用および環境負荷の削減
を集計しました
・環境保全効果は、実質的効果のみを対象としており、仮定計算による推定的効果
を計上していません

環境保全効果に伴う経済効果の集計方法
・環境保全対策に伴う経済効果は、それぞれの環境保全対策によって得られた実質
的効果である収益および費用節減を集計しています
・環境保全対策に伴う経済効果は、実質的効果のみを対象としており、仮定計算によ
る推定的効果を計上していません
・収益の中には、環境配慮商品の販売に関する利益は含まれていません
・費用節減については、確実な根拠に基づき、今期に発生しないことが認められた
数値を計上しています

その他の注記事項
・CO2の算出には、『事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン
（試案ver1.5）』を利用しています
・電力の使用量単価は、実際の使用量から算出しました。上下水道の使用量単価は、
下水道局から公表されている使用量単価を利用しています

＊エネルギー原単位を集計する際の分母（千㎡・h）は、全店舗の売場面積と平均営業時間の積です
廃棄物原単位を集計する際の分母（百万円）は、2003年度売上高です

項目
電力量
燃料
上水
井水
中水・雨水
事務用紙
チラシ・広告
広報誌関連
包装紙関連
燃料
ハンガー納品量
通い箱

単位
千kwh
千MJ
千m3

千m3

千m3

t
t
t
t

千MJ
万本
箱数

総使用量
163,268
284,584

796
758
148
176

2,879
34

1,532
4,860
321

8,112

原単位当たり
176.07 kwh/千m2･h
306.89 MJ/千m2･h
0.86 m3/千m2･h
0.82 m3/千m2･h
0.16 m3/千m2･h

－
－
－
－

5.24 MJ/千m2･h
－
－

項目
電力量
ガス

ガソリン
A重油
軽油
軽油
CNG
ガソリン

単位
千kwh
千Nm3

KL
KL
KL
KL
KL
KL

総使用量
163,268
5,991
108
135
0.5
62
45
19

項目
CO2
廃棄物最終処分量
リサイクル量
リサイクル率
生ゴミリサイクル量
生ゴミリサイクル率
排水量

CO2
Nox（窒素酸化物）
PM（粒子状物質）

単位
tCO2
t
t
%
t
%
千m3

tCO2
Kg
Kg

総使用量
76,471
5,625
8,093
59

1,242
23

1,267

297
2,399
237

原単位当たり
82.47 kgCO2/ 千m2･h

12.8 Kg/百万円
18.4 Kg/百万円

－
2.8 Kg/百万円

－
1.37 m3/千m2･h

0.32 kgCO2/千m2･h
2.59 g/千m2･h
0.26 g/千m2･h

店
舗
・
オ
フ
ィ
ス
　

物
流
部
門

店
舗
・
オ
フ
ィ
ス

物
流
関
連

環境保全活動に伴う収益
資源の有効利用による費用節減
合計

＜明細＞
有価物売却収入
ショッピングバッグ売上利益
小計
資源の有効利用
省エネ
上水使用量削減
排水量削減
汚泥削減
電子帳票による用紙代削減
小計

12,267
442,419
454,686

8,607
3,660
12,267

13,405
378,914
40,056
9,010
1,034

442,419

インプット アウトプット

店
舗
・
オ
フ
ィ
ス

環境パフォーマンス集計表＊
伊勢丹の事業活動に伴うインプット（資源、エネルギー等の投入量）とアウトプット（温室効果ガス排出量、廃棄物発生量等）の集計表です。

環境保全活動に伴う
経済効果集計表 （単位：千円）

各種エネルギー使用量
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魅力的で価値ある企業グループを
目指して──。

私たちは、常にあたらしいファッションを創造し、
拡大発展を続ける「伊勢丹グループ」を
目指しています。

塩ビ製品の取り扱い基準を独自に制定しています

塩ビ製品とは、塩素系プラスチックを原材料とする製品のことで、燃やすとダイオキシンが
発生します。私たちは、お客さまに安全な商品を提供することを目的として、塩ビ製品につい
ての取り扱い基準を独自に制定しています。
＜伊勢丹の塩ビ製品取り扱い基準＞
・3歳児未満対象の塩ビ製玩具は販売しない
・塩ビ製ラップは販売しない
・食品関連部門において塩ビ製のラップと容器包装は使用しない
・食品関連部門において調理用に塩ビ製手袋を使用しない
・塩ビ製手袋は販売しない

2004年度実行計画

2004年度実行計画

1. 商品関連
（1）お客さまに安心してお求めいただけるよう、商品の品質管理と、正確でわかりやすい「表示」を徹底します。
（2） 環境に配慮したものづくり」を行なうお取引先と積極的に取り組むことで、NB商品の選定やPB商品の

開発を行ない、品揃えに反映させます。

2. 適正包装の推進
（1）お中元・お歳暮の簡易包装、自宅使い商品のノー包装、手付袋へのまとめ等、包装の適正化・簡素化を、

お客さまのご協力をいただきながら推進します。
（2）包装用品は、素材の見直し、薄肉化、形状・デザインの変更等を可能な範囲で推進し、環境に配慮します。

3. 廃棄物の削減
（1）廃棄物の発生抑制・再利用・リサイクルを推進し、廃棄物最終処分量を前年比で4％削減を目指します
（原単位は売上高百万円あたり）。
また、リサイクル率は全店で2％増加の61％を目指します。
■ 数値目標 最終処分量：12.8kg／百万円 → 12.3kg／百万円
■ 数値目標 リサイクル率：59％ → 61％（リサイクル量243t増）

（2）百貨店共通ハンガーの使用拡大により、廃棄物の減量化を推進し、さらに販売員の付帯業務の軽減に
よる販売機会の増大と検品作業・在庫管理の効率化を図ります。

4. 省資源の推進
（1）パソコンの活用・業務の合理化により、コピー用紙・コンピューター用紙等の事務用紙の使用削減を推進します。
（2）帳票等の電子化を推進し、情報システム関連の紙の使用量を削減します。（1）、（2）による紙の使用量は前

年維持を目指します。
■ 数値目標：176t → 前年維持

（3）事務用品は、「用度品台帳」からの発注を徹底し、共用しようと再利用を推進することで、省資源を推進します。
（4）包装用品・印刷物・事務用紙等には、再生紙を使用します。また、可能な限り、古紙混合率が高く、白色

度の低い再生紙を利用するよう努めます。

5. グリーン購入の推進
「伊勢丹グリーン購入基準」を策定し、用度・施設等の資材や備品は、グリーン購入を行ないます。

6. 省エネルギーの推進
エネルギー消費量とCO2発生量は、前年維持を目指します。また、水道使用量は、4％削減を目指します
（原単位は売場面積1㎡・営業時間1時間あたり）。

2010年度を最終目標年度とする長期計画を達成するために、2004年度
実行計画を策定しました。

「



創意と工夫 ～「帯と模様の伊勢丹」～

伊勢丹が創業当初から「独自性のある良いものをお客さまに提案して
いく」姿勢を貫いてきたことは、明治30～40年代に「帯と模様の伊勢丹」
と呼ばれたことからも、うかがい知ることができます。華麗な帯の陳列会
の開催、典雅な「御守殿模様」の考案などが評判を呼びました。「伊勢丹
=ファッション」のイメージはここから受け継がれています。

顧客ニーズを形に ～ティーンエイジャーショップ～

1956（昭和31）年、ティーンエイジャーショップが開設されました。
まだティーンという言葉が一般に定着していなかった当時、子供服
と婦人服の売場を行ったり来たりしている中学生ぐらいの女の子の
姿がよく見られたことに着目。ティーン（13～17才）特有の体型とサイ
ズの研究を始め、商品を開発したのです。その時、当時まだ珍しか
ったショッピングバッグがタータンチェックで登場し、現在に至るまで
受け継がれています。スカートの柄としても大変人気となりました。

ファッション革命を推進 ～サイズ呼称の統一とサイズショップの強化～

オーダーメイドから既製服へと大きな転換期を迎えた昭和30年代。私
たちは、服飾研究室を中心に婦人既製服に取り組み、日本人の体型にフ
ィットするオリジナルサイズの割り出し、素材の研究などを進めてきました。
さらにサイズ体系の改良を重ね、1964年には婦人服サイズの号数体
系を確立。同じように体系化を進めていた西武、高島屋と合同でサイ
ズ統一を発表し、サイズの号数統一規格が実施されるようになりました。
昭和40年代にはサイズへの取組みを強化。1968年の「レディクロー

バー」を皮切りに、「ストロベリーショップ」「ヤングクローバー」をオープン
し、サイズとファッション性の両面から商品を充実させました。現在で
もサイズネットワークとして、婦人、紳士、リビング、食品でサイズ対応に
力を入れています。

日本初の男性専門デパート ～男の新館～

1968（昭和43）年に「男の新館」がオープンした当時、男性専門のデ
パートは世界でもまだ数少なく、日本ではもちろん初めての試みでした。
周囲からは時期尚早との声もありましたが、これからは男性も服飾に個
性を出す時代になると、時代の半歩先を読み果敢にチャレンジ。その
結果、紳士ファッションの変革期とも重なり、お客さまから大きな支持を
得ることになりました。2003年9月には「メンズ館」として装いを新たにし
ています。

私たちは創業以来、「創意と工夫」をもって新しい試みを続けてきました。
時代の流れを敏感に感じとるお客さまにご満足いただけるよう、そしてお
客さまにファッションによって自己表現を楽しんでいただけるお手伝いが
できるよう、伊勢丹らしい独自の商品提案を続けています。

「創意と工夫による新しい試み」を続け118年、そして明日へ

伊勢丹独自の商品を提案 ～IQとオンリー・アイ～

伊勢丹ならではのオリジナル商品の2本柱、IQとオンリー・アイは1990（平成2）年と1993（平成5）年にそれ
ぞれ誕生しました。
IQは、私たちが自信を持っておすすめできる、品質とトレンド性のある商品を、適正な価格で販売す

ることで、幅広いお客さまのご期待にお応えするため生まれました。時代にマッチした感性と実用性を
もたせた商品であることを基準に、39,000円の婦人ウールコートをはじめ、さまざまなヒット商品が生まれて
います。
オンリー・アイは、お客さまの声から生まれた「伊勢丹でのみ購入で

きる商品」であることが基準です。誕生10周年を迎えた昨年からお客
さまの声を反映させて作り出す商品企画に、よりファッション性、トレン
ド要素を盛り込みパワーアップすべく6つの切り口を設定し、よりお客さ
まにご満足いただける提案を行なっています。近年では、インターネッ
トなどを通じて、ご要望を広く伺うとともに、伊勢丹と共同で商品開発
してくださる方をネットで募集するなど、お客さまと一体になった取組み
も行なっています。

ユニットショップの展開 ～支店をご利用になるお客さまのニーズに合った品揃えを～

ユニットショップとは支店のお客さまの声を反映させ、各支店を横串でセントラルコントロールする共通の売場
のことです。それぞれの地域のお客さまのニーズにあった商品展開、販売サービス、オペレーションなどを共通
化して、セントラルコントロールを行なうことにより、独自性を高め、地域密着一番店を実現したいと考えています。
そのために、支店へいらっしゃるお客さまのご要望を把握して、「欲しいものを、欲しい時に、欲しい量だけ、欲
しい価格で、快適な売場でお買いあげいただく」という百貨店本来の役割を徹底させようとしています。また、
“不良在庫”と“機会損失”の低減を目指し、お客さまのご期待に応えるよう努めています。

支店での新平場ショップ〈ニューズスクエア〉
平場型でファッション衣料・雑貨のユニットについては〈ニューズスクエア〉というマスター
ネームのもとに展開されています。「伊勢丹が提案する、いま欲しい、旬なファッションが
お求めやすいプライスで揃うショップ」として、2000年春にヤングカジュアルからスタート。
2004年秋現在で11のニューズスクエアが立ち上がっています。

6つの切り口
voice～カスタマーズ・ヴォイス お客さまの声をカタチにした商品
trend～トレンド・フラッシュ 最新のトレンドを一足早くご紹介します
express～エキスプレス どこよりも早く先行販売する商品
limited～リミテッド 伊勢丹だけの企画限定品
collaboration～コラボレーション ブランド、クリエーターとのコラボレーション商品
size～サイズ ひとりひとりのジャストフィットを考えます
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オンリー・アイキャンペーン
「カスタマイズシューズ」（上）

「プチボヌール」（下）



本店
年間入店客数3,000万人を数える伊勢丹グループのフラッグシップストア。商品、
サービスの両面においてインターナショナルでクオリティの高い店舗づくりを目指
しています。本館とメンズ館があり、百貨店業界では衣料品の売上高日本一を
誇っています。「ファッションの伊勢丹」の象徴です。

所在地：〒160-0022 東京都新宿区新宿3-14-1 電話番号：03(3352)1111
売場面積：64,296㎡　2003年度売上高：2,442億円
開店年月日：1933（昭和8）年9月28日

立川店
1947年の第1号店開店以来、立川市の発展とともに歩んできた歴史のある店舗
です。2001年1月には支店の最新モデル店舗として立川駅前に移転してオープ
ン。ますます地域のお客さまのご支持をいただいています。

所在地：〒190-0012 東京都立川市曙町2-5-1 電話番号：042(525)1111
売場面積：40,060㎡　2003年度売上高：383億円
開店年月日：1947（昭和22）年10月10日
現店舗：2001（平成13）年1月24日新装開店

吉祥寺店
開店以来、武蔵野地区のお客さまに長年ご愛願いただいている吉祥寺店。高
品質な品揃えとサービスで、地元に密着した店づくりを進めています。

所在地：〒180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町1-11-5 電話番号：0422(21)1111
売場面積：20,758㎡　2003年度売上高：185億円
開店年月日：1971（昭和46）年11月10日

松戸店
1995年10月、地域に根ざした都心型の百貨店として全面的なリモデルに取り組
み、約10,000㎡を増床し、新館をオープン。家族の“きずな”を感じさせる「ファ
ミリー」のための百貨店づくりを目指しています。

所在地：〒271-0092 千葉県松戸市松戸1307-1 電話番号：047(364)1111
売場面積：33,109㎡　2003年度売上高：298億円
開店年月日：1974（昭和49）年4月19日

浦和店
「斬新ななかにもトラディショナルで落ち着いた雰囲気」の店づくりが多くのお客さ
まに支持されています。これからも地域密着一番店として伊勢丹らしい提案を行
なっていきます。

所在地：〒336-0011 埼玉県さいたま市浦和区高砂1-15-1 電話番号：048(834)1111
売場面積：28,655㎡　2003年度売上高：495億円
開店年月日：1981（昭和56）年4月22日

相模原店
1990年の開店以来、地域のお客さまから圧倒的なご支持をいただき、地域密着
の都心型百貨店を実現。本館とA・B館の3館で構成されたフロアはファッションは
もちろん、生活関連商品も充実しています。

所在地：〒228-0803 神奈川県相模原市相模大野4-4-3 電話番号：042(740)1111
売場面積：40,906㎡　2003年度売上高：332億円
開店年月日：1990（平成2）年9月25日

府中店
1988年に府中駅南口再開発事業の核テナントとして選出され、1996年4月に開店
しました。伊勢丹として6店目の支店となる府中店は、地域のお客さまからの信
頼の輪を着実に広げています。

所在地：〒183-0023 東京都府中市宮町1-41-2 電話番号：042(334)1111
売場面積：34,102㎡　2003年度売上高：246億円
開店年月日：1996（平成8）年4月3日

伊勢丹プロフィール

■社　　　名：株式会社伊勢丹
■ 社名（英語表記）：Isetan Company Limited
■創　　　業：1886（明治19）年11月5日
■設　　　立：1930（昭和5）年9月30日
■事業内容：百貨店業
■代　表　者：代表取締役 社長執行役員　武藤信一
■資　本　金：350億円
■所　在　地：〒160-0022（大口番号〒160-8011）

東京都新宿区新宿3-14-1

■電話番号：03(3352)1111（代）
■総店舗数：7店舗
■総売場面積：261,886㎡
■決　算　期：3月
■売　上　高：（連結）6,148億円（単体）4,384億円
■営業利益：（連結） 168億円（単体） 101億円
■経常利益：（連結） 161億円（単体） 112億円
■社　員　数：（連結）8,634人 （単体）4,267人

監査役 川浪惠太郎
監査役 五味　康昌

常務執行役員 関根　　純
常務執行役員 二橋　千裕

執行役員 寺垣　勝仁
執行役員 速水　俊夫
執行役員 恩田　宏三
執行役員 斉城　信夫
執行役員 岩田　　清

執行役員 中山　健俊
執行役員 上野　直樹
執行役員 長崎　憲一
執行役員 槍田　憲司
執行役員 小俣　裕史
執行役員 松井　達政
執行役員 杉浦　　進
執行役員 b田　信哉
執行役員 藤原　春樹
執行役員 中川　俊明
執行役員 中込　俊彦

役員

代表取締役　会長執行役員 小柴　和正
代表取締役　社長執行役員 武藤　信一
代表取締役　専務執行役員 橋本　幹雄

取締役　専務執行役員 石津谷悦朗
取締役　常務執行役員 二瓶　郁夫
取締役　常務執行役員 大川惠之輔
取締役 b橋　貞巳
取締役 渡邉正太郎

常勤監査役 y田　正輝
常勤監査役 小林　龍夫

百貨店業　14社

国内　6社 海外　8社

（株）静岡伊勢丹
（株）新潟伊勢丹
（株）小倉伊勢丹

※（株）ジェイアール西日本伊勢丹
※（株）岩田屋

（東南アジア）
イセタン（シンガポール）Ltd.
イセタン（タイランド）Co.Ltd.

イセタンオブジャパンSdn.Bhd.
※大立伊勢丹百貨股H有限公司

（中国）
上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

天津伊勢丹有限公司
上海華亭・伊勢丹有限公司
イセタンオブジャパンLtd.

（株）伊勢丹　（7店舗）
2004年6月現在

※印は持分法適用会社

小売・専門店・レストラン業　9社 クレジット・
金融業 2社 その他事業　17社

伊勢丹グループ全体図

（スーパーマーケット業）
（株）クイーンズ伊勢丹

（紳士・婦人服専門店業）
（株）バーニーズジャパン

（婦人服専門店業）
（株）マミーナ

（レストラン業）
（株）伊勢丹プチモンド
（株）伊勢丹ダイニング

国内　5社 海外　4社

ミンツ88Co.,LTD.

ビーエーシー
インベストメンツ,Inc.

イセタンG.m.b.H

イセタンデューティー
フリーショップSdn.Bhd.

（株）伊勢丹
アイカード

国内　11社 海外　6社

ルミナンスSdn.Bhd.

※アイティーエム
クローバーCo.,Ltd.

イセタン（イタリア）
S.p.A.

レキシム（シンガポール）
Pte.Ltd.

レキシム（マレーシア）
Sdn.Bhd.

イセタンスペインS.A.

（輸出入等・卸売業）
（株）センチュリー

トレーディングカンパニー

（物流業）
（株）伊勢丹ビジネスサポート

（情報処理サービス業）
（株）イセタン・データー・

センター

（旅行業）
（株）伊勢丹トラベル

（人材派遣業）
（株）キャリアデザイン

（ビルメンテナンス業）
（株）伊勢丹ビルマネジメント

サービス

（スポーツ施設運営）
（株）スイング

（調査・研究受託業）
（株）伊勢丹研究所

（不動産業）
（株）伊勢丹会館

※新宿地下駐車場（株）

（友の会運営）
（株）イセタンクローバーサークル

（株）井筒屋
ウィズカード
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A･D･O（全日本デパートメントストアーズ開発機構）は1973年3月に設立さ
れた日本全国の有力百貨店が加盟している日本最大の共同開発機構です。加盟
店の総売上（2003年度）は2兆900億円で2004年4月現在、（株）伊勢丹を
代表総合幹事店として32社71店舗が加盟しています。A･D･Oの運営につい
ては、総合幹事店会議で年度の基本方針を決定し、日常活動は「商品」「販促」
「教育」活動を柱とし、スケールメリットの見込める活動を行なっています。

（株）阪急百貨店と業務提携
1996年7月、ファッションデパートとして高い評価を受けている（株）阪急百貨店との業務提携を結びました。

両社の持つノウハウを活かし、よりファッション性の高い百貨店を実現し、今まで以上にお客さまに満足してい
ただくことを目指しています。具体的な取組みとして、共同取組商品の拡大、その商品情報の共有化を行なっ
ています。1999年秋より両社単品管理情報システムの共通化を行ない、またBPRや食品ギフトの取組みなど
を行なっています。

（株）阪急百貨店　所在地：〒530-8350 大阪市北区角田町8-7 電話番号：06(6361)1381

九州地区
23 岩田屋（福岡本店・久留米店）
24 井筒屋（小倉本店・黒崎店）
25 小倉伊勢丹
26 久留米井筒屋
27トキハ（大分店・別府店・わさだ店）
28 浜屋百貨店（長崎本店・大村支店）
29 鶴屋百貨店
30 山形屋
31 宮崎山形屋
32リウボウインダストリー

中国・四国地区
20 天満屋（岡山店・津山店・倉敷店・福山店・
福山ポートプラザ店・三原店・広島アルパーク店・
広島八丁堀店・広島緑井店）

21 米子しんまち天満屋
22 高松天満屋

関西・中京・北陸地区
16 名鉄百貨店（名古屋本店・一宮店）
17 金沢名鉄丸越百貨店
18 ジェイアール西日本伊勢丹
19 山陽百貨店

A・D・O（全日本デパートメントストアーズ開発機構）

関東地区
6 東武宇都宮百貨店（宇都宮店・大田原店）
7 スズラン（前橋店・高崎店）
8 丸広百貨店（川越店・飯能店・東飯能店・
東松山店・入間店・上尾店・南浦和店・
坂戸店・アトレマルヒロ店）
9 八木橋
10 東武百貨店（池袋本店・船橋店）
11 松屋（銀座本店・浅草店）
12 伊勢丹（本店・立川店・吉祥寺店・松戸店・
浦和店・相模原店・府中店）

13 京急百貨店
14 新潟伊勢丹
15 静岡伊勢丹

東北地区
3 川徳
4 大沼（山形本店・米沢店）
5 藤崎

北海道地区
1 藤丸
2 丸井今井（札幌本店・小樽店・
函館店・旭川店・室蘭店・
苫小牧店・釧路店）

（ 総合幹事店 加盟店）※複数店舗の場合は地図上に本社のみ表示

店舗は2004年4月現在

国内グループ企業・提携百貨店

（株）静岡伊勢丹
2002年に現店舗開店25周年を
迎えた静岡伊勢丹。ファッション
に強い地域一番店を目指し、
2003年9月に、リモデルグランド
オープンしました。

設立年月日：1948（昭和23）年6月10日（（株）田中屋）
提携年月日：1971（昭和46）年11月28日
所在地：〒420-0031 静岡県静岡市呉服町1-7
電話番号：054（251）2211
2003年度売上高：226億円

（株）新潟伊勢丹
2004年に開店20周年を迎え、地
域一番店を保持しつづける新潟
伊勢丹。さらなる飛躍のために従
業員の意識改革・販売サービス改
革・リモデルを実施し、「伊勢丹日
本海側の本店」機能の発揮を目指
しています。

設立年月日：1980（昭和55）年2月21日
開店年月日：1984（昭和59）年4月3日
所在地：〒950-0909 新潟県新潟市八千代1-6-1
電話番号：025（242）1111
2003年度売上高：393億円

（株）小倉伊勢丹
2004年2月に開店した小倉伊勢
丹。高感度ファッション百貨店とし
て、東京発のファッションと九州初
の商品を快適な空間と心地よい
サービスで提供し北九州・小倉の
街の活性化を目指します。

設立年月日：2003（平成15）年4月16日
開店年月日：2004（平成16）年2月10日
所在地：〒802-8508 福岡県北九州市小倉北区京町3-1-1
電話番号：093（514）1111

（株）ジェイアール西日本伊勢丹
（持分法適用関連会社）

設立年月日：1990（平成2）年10月1日
開店年月日：1997（平成9）年9月11日
所在地：〒600-8216 京都市下京

区烏丸通塩小路下ル東
塩小路町901番地

電話番号：075（352）1111
2003年度売上高：615億円

（株）岩田屋
（持分法適用関連会社）

創業年：1754（宝暦4）年
設立年月日：1935（昭和10）年5月8日
所在地：〒810-8680 福岡県福岡

市中央区天神2-5-35
電話番号：092(721)1111
2003年度売上高：1,098億円

（株）伊勢丹プチモンド
※（株）伊勢丹ダイニングへ2004年
10月1日営業譲渡後解散予定（レス
トラン業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿
2-19-12 静銀ビル4階

電話番号：03(3357)5981

（株）伊勢丹ダイニング（レストラン業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿2-19-12 静銀ビル4階
電話番号：03(3357)5981

（株）マミーナ（婦人服専門店業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿
5-17-18 H&Iビル5階
電話番号：03(5286)1050

（株）クイーンズ伊勢丹
（スーパーマーケット業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿
5-17-18 H&Iビル4階

電話番号：03(5273)5380

（株）バーニーズジャパン
（紳士・婦人服専門店業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿
5-17-18 H&Iビル4階

電話番号：03(5155)6700

（株）伊勢丹会館（不動産業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿
3-15-17 伊勢丹会館6階
電話番号：03(3352)8711

（株）イセタンクローバーサークル（友の会運営）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿3-15-17 伊勢丹会館7階
電話番号：03(3354)5802

（株）センチュリートレーディングカンパニー
（輸出入等・卸売業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-11 白鳳ビル4階
電話番号：03(3208)5881

（株）伊勢丹トラベル（旅行業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-18 H&Iビル4階
電話番号：03(5273)5391

（株）スイング（スポーツ施設運営）
所在地：〒160-0021 新宿区歌舞伎町1-2-2 新宿地下駐車場ビル4階
電話番号：03(3207)2851

（株）伊勢丹ビルマネジメントサービス
（ビルメンテナンス業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-18 H&Iビル8階
電話番号：03(5273)5770

（株）伊勢丹研究所（調査・研究受託業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-18 H&Iビル6階
電話番号：03(5273)5341

（株）イセタン・データー・センター（情報処理サービス業）
所在地：〒161-0031 新宿区西落合2-18-20 伊勢丹落合センター内
電話番号：03(5996)5112

（株）伊勢丹アイカード
（クレジット・金融業）

所在地：〒160-0022 新宿区新宿
5-17-18 H&Iビル2階～3階

電話番号：03(5273)6500

（株）伊勢丹ビジネスサポート（物流業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-18 H&Iビル5階
電話番号：03(3207)8521

（株）キャリアデザイン（人材派遣業）
所在地：〒160-0022 新宿区新宿5-17-18 H&Iビル1階
電話番号：03(5273)1881
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外商事業

外商事業は、企業・団体などを対象に営業活動を展開している部門です。
営業内容は、「販促品」「ユニフォーム」「カタログ・組織販売」「建装事業」の4
つの柱を中心に構成され、百貨店外商ならではの豊富な商品とノウハウを駆
使して提案を行なっています。

販促品

企業の販売促進キャンペーンに使われる景品を提案することです。ファッションやライフスタイルを反映さ
せ、お客さまのニーズに合ったオリジナル商品の企画・生産から納入まで一括して受注します。

ユニフォーム

企業の女性社員を対象にしたオフィスウェアと、工場やサービス産業を対象にしたサービスウェアやワーキン
グウェアを提案します。ユニフォームはファッション性と機能性だけでなく、経済性も受注要因として重要になり
ます。そのために専属のデザイナーと国内および海外生産・管理が可能な体制を整えています。

カタログ・組織販売

カタログ販売を行なっている顧客に掲載商品を提案するだけでなく、外商独自の物流施設や受注システ
ムを活用して、受注業務から発注業務に至るオペレーション全体を一括で請負う当社独自のビジネスです。

建装事業

保養所・研修所・役員室などに代表される企業施設の内装を中心にトータルに提案しています。ま
た、ブティック・ショールーム・飲食店などの商業施設の内装を受注するために、永年リモデルなど
で培った店舗企画・設計のノウハウを提供するなど、コンサルティング営業を強化しています。

記念品・ギフト

企業には創立・○○周年・人事・社名変更・合併・竣工などさまざまな記念品のニーズがあります。この
ようなニーズに対して、企業のPR・イメージアップを考慮したセンスあふれる上質のアイテムをご提案します。
また、中元・歳暮に代表される贈答品のニーズには、「ギフトの伊勢丹」で培われた「お買場」のベストセラ
ーを中心にご提案しています。

お客さま

● 調査・分析

● 商品開発

● デザイン

● 生産管理

● 物　　流

販　　促　　品

ユ ニ フ ォ ー ム

組　織　販　売

建　装　事　業

記念品・ギフト

そ　　の　　他

伊勢丹外商

営業担当
企画
スタッフ

外商統括部ホームページでも
情報発信しています

お客さまへのサービス向上の一環として、外商統括部ホームペ
ージ上で、オリジナル販促品のご紹介とメールでのお問い合わせ
などさまざまな情報を発信しています。また外商統括部のお客さ
まを対象に、中元・歳暮などをホームページ上からも承っています。

http://www.isetan.co.jp/icm2/jsp/store/gaisho/index.jsp

海外事業

H J

I

F
EG

C

D

L
K

A
B

Paris〔パリ〕
◆パリ駐在事務所

Milano〔ミラノ〕
✻イセタン（イタリア）S.p.A.

New York〔ニューヨーク〕
✻ビーエーシーインベストメンツ,INC.
◆ニューヨーク駐在事務所

Bangkok〔バンコク〕
●バンコク伊勢丹
✻イセタン（タイランド）CO.,LTD.
✻ ITMクローバーCO.,LTD.

Kaohsiung〔高雄〕
●高雄大立伊勢丹
✻大立伊勢丹百貨股H有限公司

Taipei〔台北〕
◆台北駐在事務所

Hong Kong〔香港〕
✻イセタンオブジャパンLTD.

Beijing〔北京〕
◆北京駐在事務所

Shanghai〔上海〕
●上海華亭伊勢丹
●上海梅龍鎮伊勢丹
✻上海華亭・伊勢丹有限公司
✻上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

Tianjin〔天津〕
●天津伊勢丹
✻天津伊勢丹有限公司

Singapore〔シンガポール〕
●シンガポール伊勢丹・スコッツ店
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店
●シンガポール伊勢丹・カトン店
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店
★シンガポール伊勢丹・マンゴブティック
★シンガポール伊勢丹・モルガン・
スプリングフィールドショップ

✻イセタン（シンガポール）LTD.
✻レキシム（シンガポール）PTE.LTD.

Kuala Lumpur〔クアラルンプール〕
●クアラルンプール伊勢丹・LOT 10店
●クアラルンプール伊勢丹・KLCC店
✻イセタンオブジャパン SDN.BHD.
✻ルミナンスSDN.BHD.
✻レキシム（マレーシア）SDN.BHD.

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

● 海外店（百貨店）
★ 海外店（専門店・ギフトショップ）
✻ 海外関係会社
◆ 海外駐在事務所
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1886. 11 神田旅籠町に伊勢屋丹治呉服店を創業
1924. 3 関東大震災後、百貨店形式にする
1930. 9 株式会社伊勢丹設立（資本金50万円）
1933. 9 新宿に本店オープン
1947. 10 立川店（売店）オープン
1953. 5 丹進（株）設立（現：伊勢丹ビルマネジメントサービス）
1957. 9 丸久食品（株）設立（現：伊勢丹プチモンド）
1961. 10 十一店会発足（1973.3 A・D・Oに発展）
1964. 3 （株）マミーナ設立
1965. 9 （株）伊勢丹会館設立
1967. 6 商品研究室が独立、（株）伊勢丹研究所設立
1968. 9 本店「男の新館」オープン

11 パリ駐在事務所開設
12 （株）イセタン・データー・センター設立

1970. 9 新立川店移転オープン
1971. 11 吉祥寺店オープン

（株）田中屋（現：静岡伊勢丹）と業務提携
1972. 1 海外第1号店、シンガポール伊勢丹・ハヴロック店

オープン（1993.5スコッツ店オープンに伴い閉鎖）
1973. 3 A・D・O発足

（株）イセタンクローバーサークル設立
（株）センチュリートレーディングカンパニー設立

1974. 4 松戸店オープン
1979. 7 ニューヨーク駐在事務所開設

9 新館8階に伊勢丹美術館オープン（2002.3 閉館）
シンガポール伊勢丹・オーチャード店オープン
（1986.7 現店舗に移転）

10 ミラノ駐在事務所開設
1981. 4 浦和店オープン
1983. 12 シンガポール伊勢丹・カトン店オープン
1984. 3 （株）伊勢丹高級食品専門店設立（現：クイーンズ

伊勢丹）
4 新潟伊勢丹オープン

1987. 3 台北駐在事務所開設
10 北京駐在事務所開設
12 （株）伊勢丹トラベル設立

1988. 9 （株）伊勢丹ファイナンス設立（現：伊勢丹アイ
カード）

1989. 3 米バーニーズと提携
6 （株）バーニーズジャパン設立
8 （株）スイング設立

1990. 9 相模原店オープン
10 （株）ジェイアール西日本伊勢丹設立
クアラルンプール伊勢丹・LOT10店オープン

11 バーニーズニューヨーク新宿店オープン
1991. 2 （株）ルートトゥエンティワン設立（現：伊勢丹ビジネス

サポート）
4 台湾高雄の大統百貨企業と提携
10 （株）キャリアデザイン設立

1992. 4 バンコク伊勢丹オープン
11 高雄大立伊勢丹オープン

1993. 4 相模原店A館＆B館オープン
5 シンガポール伊勢丹・スコッツ店オープン
6 上海華亭伊勢丹オープン
8 バーニーズニューヨーク横浜店オープン
12 天津伊勢丹オープン

1994. 4 「伊勢丹企業理念」制定
1995. 10 松戸店新館オープン
1996. 2 シンガポール伊勢丹・タンピネス店オープン

4 府中店オープン
7 （株）阪急百貨店と業務提携

1997. 6 上海梅龍鎮伊勢丹オープン
9 ジェイアール京都伊勢丹オープン

1998. 5 クアラルンプール伊勢丹・KLCC店オープン
2001. 1 新立川店移転オープン
2003. 4 「価値創造3ヶ年計画」スタート

9 本店「メンズ館」リモデルオープン
2004. 1 （株）伊勢丹クリーンシステム、（株）伊勢丹ビル

マネジメントサービスへ社名変更
（株）ルートトゥエンティワン、（株）伊勢丹ビジネス
サポートへ社名変更

2004. 2 小倉伊勢丹オープン

伊勢丹グループの歴史

伊勢屋丹治呉服店（1901年） 店内案内係（1933年） 新宿本店開店ポスター（1933年）

増築完成ポスター（1957年） 男の新館オープン（1968年） 本店リモデルオープン（1979年）

伊勢丹ホームページ

伊勢丹ホームページは、1996年9月にスタートし、伊勢丹の営業情報を中心
に、オンラインショッピングやイベント情報などお客さまに役立つ情報を発信
しています。1年間のトップページのアクセス数は約480万。ショッピングの
受注額が前年の約1.3倍（2003年度）と大幅に伸びるなど、お客さまのご利
用が着実に増えてます。

ホームページアドレス：http://www.isetan.co.jp Eメールアドレス：webmaster@isetan.co.jp

トップページ
・ファッションポスターと連動したビジュアルで「毎日が、あたらしい。ファッ
ションの伊勢丹」にふさわしい高感度なページづくりを行なっています。
・「Store I」「Shopping」「Company」の3つの窓口を設けています。

Store Information
・伊勢丹本支店の営業情報、催物情報を掲載しています。
・2003年8月に立ち上がった伊勢丹海外店舗のホームページ「isetan.com」にもリンクしています。ここでは現地の
お客さまや日本人ツーリストを対象に英語・日本語で営業情報を中心にご紹介しています。トップページの「海外
店舗」からアクセスできます。

Shopping
・お中元・お歳暮をはじめとした「ギフト」から「isetan beauty」「サイズ
ショップ」「BPQC」まで常設のサイトを設けています。また、オケージョ
ンごとにバレンタイン、母の日などのショッピングコーナーも設けています。
・商品開発から完成までweb上でお客さまの声を吸い上げ、反映させ
る「オンリー・アイお客さま参加商品開発プロジェクト」が好評です。
・「webアテンドサービス」では、お客さまのご購入希望商品をメールを
介して販売しています。

Company
・「企業情報」「IR情報」などを掲載。最近の経営情報や財務情報、売上情報を開示し、IRや株主の方 に々向け
た情報提供を強化しています。
・「人事・採用情報」では、社員から短期アルバイト募集まで幅広く行なっています。

イセタンモバイル
本店、各ショップの新商品情報、催物情報などを i モード、j-sky、EZ-web に発信しています。
このほかにもさまざまなページがあります。

http://www.isetan.co.jp/m

Web会員
会員数は、約109,000人（2004年3月末現在）。伊勢丹ホームページで会員募集と会員サービスを行なっています。

<会員特典>
・伊勢丹からの情報を会員の方にメールでお届けします。
・ギフトに便利なアドレス帳サービスがご利用いただけます。
・アイカード会員の方は、ID、PWで簡単にショッピング決済が可能です。

40 41


